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口
　

修

は
じ
め
に

一
九
一
〇
年
八
月
二
二
日
、「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
」
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
高
宗
太
皇
帝
（
李
熈
。
一
八
五
二
～

一
九
一
九
）、
純
宗
皇
帝
（
李
坧
。
一
八
七
四
～
一
九
二
六
）
と
そ
の
后
（
尹
氏
）、
皇
太
子
英
親
王
（
李
垠
。
一
八
九
七
～
一
九
七
〇
）

の
四
名
が
「
王
族
」、
皇
帝
の
弟
に
あ
た
る
義
親
王
（
李
堈
。
一
八
七
七
～
一
九
五
五
）
と
そ
の
后
（
金
氏
）、
太
皇
帝
の
兄
に
あ
た
る
完

興
君
（
李
載
冕
（
熹
）。
一
八
四
五
～
一
九
一
二
）
と
そ
の
后
の
四
名
が
「
公
族
」
と
さ
れ
た

（
１
）

。
本
稿
の
目
的
は
、
そ
の
王
公
族
の
う
ち
、

高
宗
太
皇
帝
、
純
宗
皇
帝
、
完
興
君
、
永
宣
君
（
李
埈
鎔
。
完
興
君
の
子
。
一
八
七
〇
～
一
九
一
七
）
に
関
す
る
伝
記
編
修
（
纂
）
に
つ

い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
日
本
側
の
立
場
で
高
宗
太
皇
帝
、
純
宗
皇
帝
、
完
興
君
、
永
宣

君
の
伝
記
編
修
（
纂
）
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
李
太
王
、
李
王
、
李
熹
公
、
李
埈
公
と
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

近
代
に
お
け
る
日
本
と
韓
国
の
関
係
は
、
西
洋
諸
国
の
圧
力
の
下
、
東
ア
ジ
ア
世
界
が
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
激
動
の
時
代
へ
と
突

き
進
む
中
で
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
歴
史
の
歩
み
の
中
か
ら
韓
国
併
合
と
い
う
歴
史
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
が
も
た
ら
し
た

も
の
は
、
い
ま
現
在
の
政
治
、
外
交
、
経
済
、
軍
事
な
ど
す
べ
て
の
面
に
渉
っ
て
重
要
な
問
題
を
突
き
つ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
歴
史
を

一
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踏
ま
え
て
未
来
の
日
韓
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
歴
史
認
識
の
確
立
が
重
要
と
の
考
え
か
ら
、
な
が
い
間
、
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
困
難
が
伴
い
両
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
到
達
点
が
み
え
て
こ
な
い

（
２
）

。
で
あ
る
な
ら
ば
ま
ず
は
、
そ
の
事
実
と

し
て
の
歴
史
に
こ
だ
わ
り
、
中
で
も
関
係
史
（
資
）
料
の
発
掘
に
力
を
傾
け
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
を
作
成
す
る
動
機
の
根
底

に
は
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
の
具
体
的
な
目
的
は
、
李
太
王
、
李
王
、
李
熹
公
、
李
埈
公
の
伝
記
、
そ
れ
も
日
本
側
の
立
場
で
編
修
（
纂
）
さ
れ
た
伝

記
を
取
り
上
げ
、
そ
の
編
修
（
纂
）
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
公
族
の
実
録
関
係
の
史
料
は
少
な
く
、
不
明

な
点
が
多
々
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
研
究
に
わ
ず
か
な
材
料
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
な

お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
、
読
み
や
す
さ
等
を
考
慮
し
て
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一　

宮
内
省
図
書
寮
に
お
け
る
編
修

宮
内
省
図
書
寮
に
お
い
て
編
修
さ
れ
た
左
の
御
三
方
の
伝
記
に
つ
い
て
、
最
初
に
情
報
が
公
開
さ
れ
た
の
は
『
書
陵
部
紀
要
』
創
刊
号

（
一
九
五
一
年
）
で
、
そ
の
「
編
修
課
事
業
概
要
」
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

五　

朝
鮮
王
公
族
実
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
六
冊

李
太
王
・
李
熹
公
・
李
埈
公
三
方
の
実
録
に
し
て
、
李
太
王
実
録
三
十
冊
、
李
熹
公
実
録
九
冊
、
李
埈
公
実
録
七
冊
よ
り
成
る
。

大
正
八
年
よ
り
着
手
し
、
同
十
二
年
十
一
月
編
修
を
了
し
た
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
編
修
は
大
正
八
年
か
ら
着
手
さ
れ
、
同
一
二
年
一
一
月
に
終
了
し
、
御
三
方
の
実
録
の
冊
数
は
、
李
太
王
三
〇

二
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冊
、
李
熹
公
九
冊
、
李
埈
公
七
冊
の
計
四
六
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
に
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
朱
書
き
に
よ
る
校
訂
・
訂
正
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
清
書
本
で
な
い
。

つ
ぎ
に
、
宮
内
省
の
公
文
書
類

（
３
）

に
関
連
文
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
右
の
記
事
と
比
べ
よ
り
詳
し
く
わ
か
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
左
に
そ

の
文
書
を
掲
げ
て
み
る
。

大
正
十
二
年
十
二
月
十
三
日

図
書
寮

宮　

内　

大　

臣報　
　

告

朝
鮮
王
公
族
実
録
編
修
ノ
件
、
大
正
八
年
御
決
済
ニ
基
キ
同
年
六
月
ヨ
リ
図
書
寮
御
用
掛
浅
見
倫
太
郎
之
ヲ
担
任
シ
鋭
意
之
カ
編
修

ニ
従
事
セ
シ
メ
居
候
処
、
今
般
別
紙
報
告
書
ノ
通
完
成
仕
候
ニ
付
、
此
段
及
御
報
告
候
也
。

追
テ
添
付
ノ
実
録
及
実
録
資
料
ハ
御
高
覧
ノ
上
ハ
御
返
送
相
成
度
。 

王
公
族
三
殿
下
ノ
実
録
編
修
報
告
ノ
件

小
員
ハ
嚮
ニ
大
正
八
年
六
月
二
日
王
族
及
公
族
実
録
編
修
担
任
ノ
命
ヲ
拝
シ
編
修
補
助
員
吹
野
信
履
、
朝
鮮
人
李
泰
成
雇
員
宍
戸
義

知
其
ノ
他
寮
ノ
大
小
各
員
ノ
前
後
協
力
ヲ
得
テ
編
修
ノ
事
務
ニ
従
事
シ
、
今
ニ
至
ル
マ
テ
四
年
有
半
ナ
リ
。
其
ノ
初
ニ
於
テ
例
規
凡

例
様
式
ヲ
立
案
シ
、
王
公
族
各
箇
ノ
譜
略
ヲ
準
備
シ
タ
リ
。
譜
略
ハ
各
箇
実
録
中
ニ
編
入
シ
、
或
ハ
之
レ
カ
附
録
ト
為
シ
タ
ル
モ
ノ

年
表
ノ
類
タ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
凡
例
ハ
各
箇
実
録
ノ
首
章
ニ
編
入
シ
タ
ル
モ
ノ
各
実
録
毎
ニ
多
少
ノ
変
通
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

実
録
ノ
様
式
ハ
紀
事
本
末
ニ
編
年
ノ
体
ヲ
寓
ス
ト
雖
モ
、
一
人
ノ
伝
記
ニ
此
ノ
体
例
ヲ
具
フ
ル
モ
ノ
ハ
古
来
未
タ
之
レ
ア
ラ
ス
。
王

公
族
ニ
実
録
ア
ル
ハ
既
ニ
前
朝
ノ
創
制
ニ
係
リ
、
其
ノ
実
録
ノ
編
修
ニ
ハ
惟
是
ノ
様
式
ヲ
用
フ
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
為
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
十

三
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年
十
一
月
十
日
ニ
至
リ
李
熹
、
李
埈
二
公
及
ヒ
李
熈
太
王
ノ
三
殿
下
実
録
ハ
逐
次
ニ
其
ノ
稿
ヲ
脱
シ
資
料
謄
写
ハ
略
其
ノ
功
ヲ
竣
リ

タ
ル
モ
、
李
太
王
ハ
一
且
君
主
ノ
地
位
ニ
在
リ
。
其
ノ
在
位
ハ
四
十
五
年
ニ
亘
リ
、
其
ノ
事
蹟
ハ
浩
瀚
ニ
シ
テ
涯
リ
ナ
シ
。
其
ノ
事

蹟
ノ
細
大
軽
重
ヲ
判
別
シ
テ
之
レ
カ
資
料
ヲ
抄
撮
節
略
ス
ル
コ
ト
容
易
ニ
ア
ラ
ス
。
十
一
年
ニ
至
リ
既
完
ノ
稿
本
ニ
就
テ
実
録
ノ
章

節
ヲ
整
頓
シ
、
又
其
ノ
資
料
ヲ
増
損
シ
タ
リ
。
各
引
用
書
目
ハ
之
ヲ
実
録
ノ
首
ニ
明
示
ス
。
李
熹
公
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
数
三
十
二
部
、

李
埈
公
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
数
二
十
四
部
、
李
太
王
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
数
一
百
六
十
六
部
無
慮
二
千
有
余
冊
ナ
リ
。
資
料
ハ
其
ノ
種
類
ヲ
分

チ
一
々
番
号
ヲ
付
シ
、
其
ノ
箇
数
ヲ
明
白
ニ
シ
タ
ル
モ
、
之
ヲ
実
録
ニ
注
記
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
各
章
節
ノ
首
ニ
其
ノ
種
類
番
号
ヲ
引

照
ス
ル
ニ
止
メ
タ
リ
。
番
号
ノ
注
記
ヲ
省
略
シ
タ
リ
前
後
稿
本
ニ
変
改
ア
ル
ヲ
以
テ
資
料
目
次
ノ
首次

ニ
対
照
目
次
ヲ
附
シ
以
テ
其
ノ

変
改
ヲ
明
白
ニ
シ
タ
リ
。

小
員
ハ
壮
歳
任
ヲ
統
監
府
ニ
承
ケ
職
ハ
司
直
ニ
在
リ
。
老
朽
遅
暮
史
筆
ノ
素
ア
ル
ニ
非
ス
。
漫
ニ
纂
修
ニ
膺
リ
テ
三
長
ノ
才
ニ
乏
シ

精
ヲ
疲
ラ
シ
力
ヲ
竭
ク
シ
僅
ニ
編
ヲ
成
ス
ヲ
得
タ
リ
。
若
シ
夫
レ
取
捨
ニ
過
不
及
ア
リ
。
剪
栽
ニ
宜
ク
失
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
如
キ
ハ
自

ラ
僭
妄
ニ
シ
テ
罪
ヲ
逃
ル
ル
所
ナ
キ
ヲ
知
ル
。
編
修
ノ
成
績
左
ノ
如
シ
。

一
李
熹
公
実
録　

三
冊　
　
　

百
六
十
八
枚
半

一
同　
　

資
料　

六
冊　
　
　

八
百
六
十
二
号

計　
　

九
冊

一
李
埈
公
実
録　

二
冊　
　
　

百
八
十
二
枚

一
同　
　

資
料　

五
冊　
　
　

五
百
二
号

計　
　

七
冊

一
李
太
王
実
録　

六
冊　
　
　

一
千
二
百
二
十
二
枚

一
同　
　

資
料　

二
十
四
冊　

四
千
〇
九
号

計　
　

三
十
冊

四
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総
計　
　

四
十
六
冊

（
４
）

右
謹
テ
報
告
仕
候
也
。

大
正
十
二
年
十
一
月
三
十
日　

図
書
寮
御
用
掛
浅
見
倫
太
郎
（
印
）

図
書
頭
杉
栄
三
郎
殿

右
の
文
書
か
ら
重
要
な
事
項
を
整
理
・
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
編
修
は
、
大
正
八
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
同
一
二
年
一
一
月
に
終
え
た
。

②
宮
内
省
図
書
寮
に
お
い
て
李
太
王
実
録
・
李
熹
公
実
録
・
李
埈
公
実
録
の
編
修
に
従
事
し
た
の
は
、
王
族
及
公
族
実
録
編
修
担
任
図

書
寮
御
用
掛
従
四
位
勲
四
等
法
学
博
士
浅
見
倫
太
郎
で
あ
る
。

③
編
修
補
助
員
吹
野
信
履
、
朝
鮮
人
李
泰
成
、
雇
員
宍
戸
義
知
そ
の
他
図
書
寮
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
て
編
修
を
進
め
た
。

④
最
初
に
「
例
規
凡
例
様
式
」
を
立
案
し
、
各
王
公
族
の
「
譜
略
」
を
準
備
し
た
。「
譜
略
」
は
、
各
々
の
実
録
中
に
編
入
、
或
は
「
附

録
」
と
し
た
。「
凡
例
」
は
、
各
実
録
の
首
章
に
編
入
し
た
。
実
録
の
様
式
は
、「
紀
事
本
末
」
に
「
編
年
ノ
体
」
を
合
わ
せ
持
つ
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
体
例
は
一
人
の
伝
記
で
は
古
来
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
王
公
族
に
実
録
が
あ
る
の
は
す
で
に
「
前
朝
ノ
創

制
」
に
係
わ
り
、
そ
の
編
修
に
は
こ
の
様
式
を
用
い
た
。

⑤
大
正
一
〇
年
一
一
月
一
〇
日
に
至
り
李
熹
、
李
埈
二
公
及
び
李
熈
太
王
の
三
殿
下
の
実
録
は
、
逐
次
脱
稿
し
、
資
料
謄
写
は
ほ
ぼ
竣

功
し
た
が
、
李
太
王
は
一
且
君
主
の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
在
位
は
四
十
五
年
に
亘
り
、
そ
の
事
蹟
は
浩
瀚
で
限
り
が
な
い
。
そ
の
事

蹟
の
細
大
軽
重
を
判
別
し
て
資
料
を
抄
撮
節
略
す
る
の
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

⑥
大
正
一
一
年
に
至
り
既
完
の
稿
本
に
つ
い
て
は
実
録
の
章
節
を
整
頓
し
、
ま
た
そ
の
資
料
を
増
損
し
た
。
各
引
用
書
目
は
、
実
録
の

首
に
明
示
し
た
。

五
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⑦
竣
功
し
た
実
録
は
、「
李
熹
公
実
録
」
三
冊
（
百
六
十
八
枚
半
）・
資
料
六
冊
（
八
百
六
十
二
号
）・
計　

九
冊
、「
李
埈
公
実
録
」
二

冊
（
百
八
十
二
枚
）・
資
料
五
冊
（
五
百
二
号
）・
計
七
冊
、「
李
太
王
実
録
」
六
冊
（
一
千
二
百
二
十
二
枚
）・
資
料
二
十
四
冊
（
四
千
〇
九

号
）・
計
三
十
冊
、
総
計
四
六
冊
で
あ
る
。

⑧
引
用
書
目
は
、
李
熹
公
は
三
二
部
、
李
埈
公
は
二
四
部
、
李
太
王
は
一
六
六
部
、
お
よ
そ
二
、〇
〇
〇
有
余
冊
で
あ
る
。

⑨
資
料
は
、
そ
の
種
類
を
分
け
て
一
々
番
号
を
付
し
、
そ
の
箇
数
を
明
白
し
た
が
、
こ
れ
を
実
録
に
注
記
す
る
に
あ
た
り
各
章
節
の
首

に
そ
の
種
類
番
号
を
引
照
す
る
に
止
め
た
。

以
上
が
報
告
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
と
は
異
な
る
も
う
一
通
の
報
告
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
廃
案
」
と
さ
れ
た
が
、
内
容
を

検
討
し
て
み
る
と
さ
き
の
報
告
書
に
比
べ
て
格
段
に
詳
し
く
、
且
つ
重
要
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
す
こ
し
な
が
い
も
の
で
あ
る
が

左
に
引
用
し
て
み
た
い
。

廃
案

報
告
書

大
正
八
年
五
月
末
日
、
嘱
託
員
拝
命
。
六
月
二
日
、
王
族
及
公
族
実
録
編
修
ヲ
命
セ
ラ
レ
、
大
正
十
年
十
月
七
日
、
御
用
掛
ニ
改
メ

ラ
レ
、
以
テ
今
日
ニ
至
ル
。
謹
テ
事
務
概
況
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

奉
命
ノ
初
ニ
於
テ
寮
ノ
職
制
上
、
王
族
及
公
族
実
録
ノ
応
サ
ニ
編
修
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
李
熹
公
、
李
埈
公
及
ヒ
当
年
薨
去
ノ
李
太
王
ノ

実
録
ナ
リ
。
而
シ
テ
存
生
中
ノ
二
公
妃
殿
下
ノ
合
録
ハ
記
録
ノ
便
宜
上
、
大
正
六
年（

ア
キ
マ
マ
）

　
　

ヲ
以
テ
定
限
ト
為
シ
タ
リ
。

編
修
補
助
員
一
員
写
字
生
一
員
ヲ
専
属
セ
ラ
レ
、
翌
年
朝
鮮
人
補
助
員
一
員
ヲ
増
員
セ
ラ
レ
、
大
正
十
年
末
日
予
定
ノ
資
料
謄
写
工
ヲ

竣
ル
ヲ
以
テ
何
レ
モ
解
任
セ
ラ
レ
タ
リ
。
機
関
ノ
淡
薄
ナ
ル
コ
ト
此
ノ
如
キ
ヲ
以
テ
寮
ノ
各
員
ノ
補
助
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
尠
カ
ラ
ス
。

本
員
ハ
寮
ノ
事
務
官
ト
協
議
シ
実
録
例
規
、
実
録
凡
例
、
編
修
員
服
務
規
程
ヲ
立
案
シ
事
務
ノ
進
行
ヲ
図
リ
、
又
李
熹
公
譜
略
、
李

埈
公
譜
略
、
李
太
王
譜
略
ヲ
作
成
シ
、
其
ノ
後
又
之
ヲ
補
正
シ
タ
リ
。
而
シ
テ
二
公
一
王
ニ
関
ス
ル
記
録
ノ
調
査
、
資
料
ノ
採
択
並

六
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ニ
実
録
編
修
ハ
同
時
ニ
之
ニ
着
手
シ
、
後
方
針
ヲ
変
更
シ
二
公
ヲ
先
ニ
シ
大
王
ヲ
後
ニ
シ
、
以
テ
従
速
ノ
竣
工
ヲ
図
リ
タ
リ〔

シ
欠
〕事

ハ
大
正

八
年
十
二
月
十
五
日
附
報
告
書
ニ
詳
ナ
リ
。

大
正
九
年
六
月
三
十
日
、
李
熹
公
ノ
実
録
稿
本
成
リ
、
十
月
三
十
一
日
、
李
埈
公
ノ
実
録
稿
本
成
リ
、
謄
写
ノ
資
料
ト
共
ニ
各
簿
冊

ヲ
成
シ
、
皆
報
告
書
ヲ
添
付
シ
タ
リ
。

是
ノ
歳
十
月
十
四
日
、
史
料
調
査
及
事
務
承
合
ノ
為
メ
朝
鮮
ヘ
出
張
ヲ
命
セ
ラ
レ
出
発
シ
、
五
日
間
京
城
ニ
滞
在
シ
テ
帰
任
復
命
シ

タ
リ
。
其
ノ
用
件
左
ノ
如
シ
。

朝
鮮
総
督
府
参
事
官
室
所
管
ノ
李
太
王
日
省
録
残
部
借
入
ノ
件
ハ
追
送
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

同
府
秘
書
課
所
管
ノ
海
牙
密
使
事
件
記
録
借
入
ノ
件
ハ
追
送
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

同
府
参
事
官
所
管
ノ
李
太
王
儀
軌

（
５
）

借
受
中
ノ
処
、
巻
冊
浩
瀚
ニ
付
、
謄
写
不
能
ナ
ル
ニ
依
リ
、
図
書
寮
ニ
其
儘
寄
贈
ヲ
受
ケ
タ
キ

旨
ノ
件
ハ
交
渉
ヲ
遂
ケ
タ
リ
。

京
畿
道
庁
ヨ
リ
徳
寿
宮
警
察
派
出
所
日
誌
借
入
ノ
件
ハ
追
送
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

李
王
職
ヨ
リ
李
太
王
喪
儀
記
録
ノ
追
送
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

同
職
ヨ
リ
贈
進
記
録
ノ
写
一
通
ヲ
受
領
セ
リ

同　
　

金
谷
里
墓
並
ニ
旧
洪
陵
墓
壙
内
設
計
図
ノ
追
送
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

李
埈
公
家
所
有
地
籍
簿
ノ
写
ニ
査
定
確
定
ノ
日
附
ヲ
記
載
シ
追
送
ヲ
受
ク
ル
ノ
件
ハ 

今
ニ
至
ル
マ
テ
追
送
セ
ス
。

爾
後
力
ヲ
李
太
王
実
録
ノ
編
修
ニ
專
ニ
シ
大
正
十
年
十
一
月
十
日
、
李
太
王
実
紀

（
マ
マ
）畢

撰
シ
実
録
稿
本
一
千
百
六
十
四
枚
ハ
同
時
ニ
之

ヲ
浄
写
ニ
付
シ
十
六
冊
ヲ
成
シ
、
資
料
総
数
五
千
五
百
七
十
二
号
ハ

（
マ
マ
）並

ニ
資
料
目
次
ヲ
併
セ
テ
八
十
六
冊
ヲ
成
シ
、
之
ヲ
装
訂
ニ
付

シ
総
数
一
百
二
冊
ヲ
成
シ
タ
リ
。

以
上
ノ
如
ク
従
速
畢
役
ノ
目
的
ヲ
以
テ
編
修
ノ
功
程
ヲ
進
捗
シ
、
大
正
九
年
二
公
ノ
実
録
成
リ
、
大
正
十
年
太

〔
李
〕

王
ノ
実
録
成
リ
タ
ル

七
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モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
特
ニ
功
程
ノ
成
績
ノ
報
告
ヲ
提
出
セ
ス
。
右
成
績
ハ
左
ノ
如
シ
。

李
熹
公
実
紀

（
マ
マ
）稿

本　
　
　
　

三
冊

同　
　
　
　

資
料　
　
　
　

六
冊

李
埈
公
実
紀

（
マ
マ
）稿

本　
　
　
　

二
冊

同　
　
　
　

資
料　
　
　
　

六
冊　

内
一
冊
取
調
中

李
熈
王
実
紀

（
マ
マ
）稿

本　
　
　
　

十
六
冊

同　
　
　
　

資
料　
　
　
　

八
十
五
冊

同　
　

資
料
目
次　
　
　
　

一
冊

大
正
十
一
年
以
降
本
員
ノ
従
事
シ
タ
ル
事
務
ハ
之
ヲ
三
項
ニ
分
テ
記
述
ス
ヘ
シ
。

第
一
項　

蒐
集
記
録
ノ
処
理

既
往
実
録
編
修
ニ
関
ス
ル
蒐
集
記
録
ハ
百
有
余
部
一
千
有
余
冊
ニ
シ
テ
、逐
次
ニ
之
ヲ
借
入
シ
逐
次
ニ
之
ヲ
返
還
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

其
ノ
借
入
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
同
年
七
月
ヲ
以
テ
大
略
返
還
ヲ
了
シ
タ
リ
。
左
ノ
如
シ
。

一
朝
鮮
総
督
府
ヨ
リ
借
入
記
録

右
記
録
中
、
李
太
王
即
位
以
後
ノ
典
礼
記
録
ハ
概
シ
テ
儀
軌
ト
称
ス
。
典
礼
挙
行
ノ
顚
末
書
ナ
リ
。
実
録
資
料
ノ
主
要
記
事
ニ
シ

テ
一
々
抄
撮
シ
テ
資
料
ト
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
巻
帙
浩
瀚
ニ
シ
テ
謄
写
不
能
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
仍
テ
前
年
出
張
ノ
際
、
之

レ
カ
譲
受
ヲ
交
渉
シ
宮
内
次
官
ヨ
リ
総
督
府
政
務
総
監
ニ
宛
テ
タ
ル
公
文
書
ヲ
以
テ
照
会
ノ
上
、
総
督
府
ヨ
リ
図
書
寮
ニ
寄
贈
ノ

手
続
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
了
シ
タ
リ

（
６
）

。
其
ノ
実
ハ
借
受
ノ
分
ヲ
其
ノ
儘
譲
受
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
総
督
府
掛
官
ヨ
リ
本
員
ニ
宛
テ
書
信

ヲ
以
テ
、
右
ハ
特
別
処
分
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
今
後
ノ
例
ト
セ
ラ
レ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
ト
ノ
申
出
ア
リ
。
本
員
ハ
之
ヲ
諒
シ
、
其
ノ

旨
寮
頭
ニ
上
申
シ
タ
リ
。
此
ノ
他
ノ
借
入
記
録
ハ
全
部
返
還
ヲ
了
シ
、
其
ノ
授
受
数
目
ハ
公
文
書
ヲ
以
テ
明
白
ニ
セ
リ
。

一
李
王
職
ヨ
リ
ノ
借
入
記
録

八
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右
記
録
ハ
李
鍝
公
家
所
有
ノ
記
録
文
書
ヲ
包
含
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
切
返
還
ヲ
了
シ
、公
文
書
ヲ
以
テ
其
ノ
授
受
ヲ
明
白
ニ
セ
リ
。

一
京
畿
道
庁
ヨ
リ
借
用
記
録

右
記
録
ハ
返
還
ヲ
了
シ
、
公
文
書
ヲ
以
テ
明
白
ニ
セ
リ
。

一
東
京
帝
国
大
学
ヨ
リ
借
入
記
録

右
ハ
太
祖
実
録
、
世
宗
実
録
ノ
一
部
及
哲
宗
実
録
ニ
シ
テ
返
還
ヲ
了
シ
、
公
文
書
ヲ
以
テ
明
白
ニ
セ
リ
。

一
図
書
寮
所
蔵
ノ
記
録

新
ニ
購
入
シ
タ
ル
韓
国
官
報
、
法
規
類
聚
、
璿
源
譜
略
等
ノ
書
ト
、
従
来
寮
ノ
所
蔵
ノ
朝
鮮
本
ハ
随
時
ニ 

借
覧
使
用
シ
タ
リ
ト

雖
モ
、
参
考
ノ
記
録
多
カ
ラ
ス
。
前
記
ノ
借
入
ニ 

因
ル
モ
ノ
ヲ
多
シ
ト
ス
。
而
シ
テ
実
録
ニ 

引
用
シ
タ
ル
記
録
ハ
各
実
録
ノ
引

用
書
目
ニ 

之
ヲ
掲
ケ
タ
リ
。

第
二
項　

典
章
故
実
ノ
保
存

実
録
成
立
シ
テ
其
ノ
資
料
ノ
採
択
ヲ
畢
リ
タ
ル
後
ニ
於
ケ
ル
実
録
ノ
性
質
ハ
、
他
ノ
参
考
記
録
ト
同
シ
ク
一
ノ
典
章
故
実
タ
ル
ヘ
キ

ヲ
以
テ
、
他
ノ
参
考
記
録
ト
共
ニ
関
係
各
部
局
ノ
展
覧
ニ
供
ス
レ
ハ
実
録
呈
進
ノ
前
タ
ル
ト
後
タ
ル
ト
ニ
関
セ
ス
記
録
保
存
ノ
良
法

ナ
リ
ト
思
料
ス
ル
ヲ
以
テ
、
本
員
ハ
寮
ノ
事
務
官
ト
協
議
シ
展
覧
会
ヲ
準
備
シ
タ
リ
。
而
シ
テ
先
ツ
寮
ノ
保
管
ノ
図
書
ニ
就
キ
類
ニ

従
テ
目
録
ヲ
作
成
シ
、
函
架
番
号
ヲ
注
記
シ
、
左
ノ
目
録
ヲ
作
成
シ
タ
リ
。

一
典
章
類　
　
　
　
　

三
十
七
部

一
五
礼
類　
　
　
　
　

十
五
部

一
家
礼
類　
　
　
　
　

十
五
部

一
儀
軌
類　
　
　
　
　

七
十
部

一
雑
纂
類　
　
　
　
　

二
十
六
部

大
正
十
一
年
七
月
七
日
、
森
寮
頭
（
林
太
郎
―
引
用
者
）
不
幸
ニ
シ
テ
官
ニ
薨
シ
、
五
味
事
務
官
（
均
平
―
引
用
者
）
カ
寮
頭
事
務

九
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取
扱
ヲ
命
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
及
ヒ
、
前
記
図
書
中
展
覧
ニ
供
ス
ヘ
キ
図
書
ノ
選
定
并
ニ
之
レ
カ
解
題
ヲ
準
備
シ
タ
ル
モ
、
本
年
一
月
以
来

事
務
官
カ
病
気
引
籠
ノ
為
メ
、親
シ
ク
区
処
ヲ
受
ク
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
停
止
シ
タ
リ
。本
員
カ
解
題
ヲ
作
成
シ
タ
ル
図
書
左
ノ
如
シ
。

一
五
礼
類　
　
　
　
　

十
五
部

一
永
礼
類　
　
　
　
　

十
五
部

一
儀
軌
類　
　
　
　
　

十
三
部

次
ニ
実
録
編
修
上
、
借
入
タ
ル
記
録
中
之
ヲ
寮
ニ
保
存
シ
テ
参
考
ノ
資
料
ト
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
。
寮
ノ
事
務
官
ト
協
議
シ
継
続
鈔

写
シ
タ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ
。

一
国
朝
（
李
朝
）
続
五
礼
儀
補　

一
冊

一
李
太
王
癸
酉
進
爵
儀
軌　
　
　

一
冊

一
王
子
師
傅
相
見
儀　
　
　
　
　

一
冊

一
納
采
同
牢
宴
儀　
　
　
　
　
　

一
冊

一
義
原
君
爀
行
状
等　
　
　
　
　

一
冊

一
李
熈
王
詩　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

一
李
熹
公
詩　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

一
李
埈
公
詩
稿　
　
　
　
　
　
　

一
冊

一
李
埈
公
従
官
録　
　
　
　
　
　

一
冊

一
別
本
李
埈
公
官
録　
　
　
　
　

一
冊

一
李
熹
公
従
官
録　
　
　
　
　
　

三
冊

一
度
支
五
礼
攻　
　
　
　
　
　
　

七
冊
（
鈔
写
未
畢
）

一
国
朝
縉
紳　
　
　
　
　
　
　
　

二
冊
（
鈔
写
未
畢
）

一
〇
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第
三
項　

稿
本
ノ
修
正

実
録
ノ
稿
本
ハ
前
記
ノ
如
ク
一
応
畢
撰
シ
テ
簿
冊
ト
成
シ
タ
リ
ト
雖
モ
、
寮
ノ
事
務
官
ヨ
リ
各
箇
実
録
ノ
題
号
ヲ
一
様
ニ
実
録
ト
修

正
ス
ル
件
、
李
熹
公
実
録
ノ
交
際
条
ノ
記
事
ニ
削
減
ヲ
加
フ
ル
ノ
件
、
李
埈
公
実
録
ノ
財
産
条
ノ
資
料
補
充
ノ
件
、
李
太
王
実
録
ノ

章
節
ヲ
変
更
シ
外
編
各
章
節
ヲ
本
編
ニ
編
入
ス
ル
件
並
ニ
同
資
料
ヲ
増
減
変
更
シ
テ
資
料
番
号
目
録
ヲ
調
成
ス
ル
ノ
件
ヲ
協
議
セ
ラ

レ
、
本
員
ハ
之
ヲ
再
考
シ
各
実
録
ヲ
通
シ
テ
之
レ
カ
修
正
ニ
着
手
シ
タ
リ
。
其
ノ
要
点
左
ノ
如
シ
。

一
実
録
ノ
題
号
ノ
件

初
稿
ニ
実
紀
ト
題
セ
ル
ハ
二
公
一
太
王
皆
同
シ
。
漢
字
ノ
意
義
ハ
之
ヲ
実
録
ト
云
フ
モ
実
紀
ト
云
フ
モ
同
一
ニ
帰
着
ス
ト
雖
モ
、

其
ノ
使
用
例
ニ
ハ
因
襲
ア
リ
。
我
邦
上
古
ノ
天
皇
実
録
ハ
起
居
注
ノ
集
約
ニ
シ
テ
史
官
ノ
作
成
セ
ル
所
ナ
リ
。
唐
宋
元
明
清
ヨ

リ
朝
鮮
ノ
哲
宗
実
録
ニ
至
ル
マ
テ
皆
此
ノ
例
ニ
依
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。
即
チ
君
主
ニ
非
レ
ハ
実
録
ヲ
有
セ
サ
ル
ナ
リ
。
今
ノ
作
ル
所

ハ
公
私
ノ
ノ

（
マ
マ
）文

書
ヲ
鈔
録
シ
テ
之
ヲ
資
料
ト
為
シ
記
事
本
末
ニ
編
年
ヲ
寓
ス
。
是
レ
実
録
ノ
体
例
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
実
紀
ノ

名
目
ヲ
可
ナ
リ
ト
ス
。
本
員
ハ 
之
ヲ
引
照
ス
ル
為
メ
別
ニ
伝
記
実
録
故
事
ヲ
編
纂
シ
タ
リ
。
然
レ
ト
モ
本
員
ハ 

之
ヲ
再
考
シ
テ
、

朝
鮮
ノ
王
朝
ニ
ハ 

世
々
実
録
ヲ
制
定
シ
テ
一
王
ノ
制
度
ヲ
維
持
シ
タ
ル
モ
、
併
合
以
後
統
治
ノ
権
天
皇
ニ
帰
シ
、
実
録
ノ
編
修
ハ 

寮
ノ
職
制
ニ
属
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
明
白
ニ
ス
ル
ニ
ハ 

其
ノ
体
例
如
何
ニ 

拘
ラ
ス
、
之
ヲ
実
録
ト
題
ス
ヘ 

キ
モ
ノ
ナ
リ
。

而
シ
テ
将
来
王
公
家
実
録
ノ
体
例
ハ
実
紀
ノ
体
例
ヲ
遵
守
ス
ル
ヲ
以
テ
妥
当
ナ
リ
ト
信
シ
、
今
ノ
簿
冊
ノ
題
号
ニ
修
正
ヲ
加
ヘ
タ

リ
。

一
李
太
王
ノ
名
号
ノ
件

死
者
ノ
名
号
ニ
略
称
ヲ
用
フ
ル
ハ
修
史
ノ
常
例
ナ
リ
。
其
ノ
生
時
ニ
徳
寿
宮
李
太
王
殿
下
ト
称
セ
ル
ハ
最
終
ノ
名
号
ナ
リ
。
之
ヲ

実
録
ニ
載
ス
ル
ニ
当
リ
、
其
ノ
姓
名
ヲ
冠
シ
テ
李
熈
王
ト
略
称
シ
、
更
ニ
略
シ
テ
王
ト
称
シ
タ
ル
モ
、
今
之
ヲ
修
正
シ
テ
李
太
王

ト
略
称
シ
、
又
太
王
ト
略
称
シ
タ
ル
ハ
記
事
ノ
体
例
ヲ
統
一
シ
タ
ル
ナ
リ
。

一
閔
妃
ノ
名
号
ノ
件

一
一
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之
ヲ
太
王
ノ
実
録
ニ
合
録
ス
ル
ニ
当
リ
、
初
稿
ニ
ハ
廃
后
閔
氏
又
ハ
閔
妃
ト
称
シ
タ
ル
モ
、
其
ノ
最
終
日
ノ
名
号
ハ
王
后
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
今
之
ヲ
修
正
シ
テ
王
后
閔
氏
又
ハ
閔
后
ト
略
称
シ
タ
リ
。

一
厳
妃
ノ
名
号
ノ
件

厳
妃
ハ
本
ト
尚
宮
ニ
シ
テ
尚
宮
ハ
猶
ホ
内
命
婦
ノ
職
号
ナ
リ
。
陞
テ
貴
人
淳
嬪
淳
妃
ニ 

封
セ
ラ
レ
尋
テ
皇
貴
妃
ニ 

陞
冊
セ
ラ
レ

一
タ
ヒ
陞
后
ノ
議
ア
リ
テ
遂
ニ 

后
ニ 

陞
ラ
ス
。
然
レ
ト
モ
此
ノ
事
実
ハ 

李
太
王
ノ
配
偶
者
タ
ル
ヘ 

キ
ナ
リ
。
而
シ
テ
併
合
以
後
、

太
王
ノ
儷
匹
タ
ル
名
号
並
ニ 

礼
待
ヲ
享
有
セ
ス
。
庶
民
タ
ル
ト
等
シ
キ
ナ
リ
。
而
カ
モ
朝
鮮
ノ
民
籍
ニ
ハ
登
録
ヲ
闕
キ
李
王
職

ノ
作
成
シ
タ
ル
王
公
族
牒
籍
ニ
モ
其
ノ
録
ヲ
闕
ケ
リ
。
故
ニ 

其
ノ
最
終
日
ノ
名
号
ハ 

公
正
ノ
記
録
ニ
明
白
ヲ
缺
ク
モ
ノ
ナ
リ
。

然
レ
ト
モ
前
記
ノ
事
実
ハ 

之
ヲ
李
太
王
実
録
ニ
合
録
セ
サ
ル
ヘ 

カ
ラ
ス
。
初
稿
ニ
宮
人
厳
氏
ト
称
シ
タ
ル
モ
、
其
ノ
徳
寿
宮
中

ニ 

居
住
ス
ル
女
子
ハ 
一
例
シ
テ
之
ヲ
内
人
ト
称
ス
ル
ヲ
以
テ
今
之
ヲ
修
正
シ
テ
内
人
厳
氏
ト
為
シ
、又
略
シ
テ
厳
氏
ト
云
ヘ 

リ
。

凡
ソ
是
等
ノ
修
正
ハ
三
箇
実
録
ノ
全
部
ニ
通
シ
テ
之
ヲ
修
正
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
悉
ク
之
ヲ
修
正
セ
リ
。

次
ニ
李
太
王
実
録
ノ
章
節
ヲ
変
更
シ
タ
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

本
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
稿

李
太
王
実
録
ト
改
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
熈
太
王
実
紀

目　

次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　

次

第
一
章　
　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
章

第
一
節　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
節

第
二
節　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
節

第
三
節　

下
ノ
第
五
章
中
ノ
附
載
及
ヒ
第

八
節
ヲ
除
キ
タ
ル
全
部
並
ニ
下

一
二
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ノ
第
十
三
章
ヲ
入
ル

第
二
章　
　

誕
生
冠
礼
ニ
改
メ
下
ノ
第
二
章　
　

第
二
章

第
三
章
中
ノ
封
君
名
号
ヲ
除
キ

他
ハ
此
ニ
入
ル

第
三
章　
　

教
育
講
封
ニ
改
メ
下
ノ
外
篇
第　
　

第
三
章

一
章
ヲ
入
ル

第
四
章　
　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
章

第
一
節　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
節

第
二
節　

王
后
閔
氏
事
蹟
ニ
改
ム　
　
　
　
　
　

第
二
節

第
三
節　

内
人
厳
氏
事
蹟
ニ
改
ム　
　
　
　
　
　

第
三
節

第
五
章　
　

身
位
第
一
節
称
号
第
二
節
徽
号　
　

第
五
章

ニ
改
ム
下
ノ
第
三
章
中
ノ
封
君

第
二
章
中
ノ
名
号
ヲ
入
ル

　
　

第
一
節

　
　

第
二
節

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載
ノ
一

ニ
改
ム

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載
ノ
二

ニ
改
ム

　
　

第
三
節

一
三
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第
四
節

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載

ニ
改
ム

　
　

第
五
節

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載
ノ
一

ニ
改
ム

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載
ノ
二

ニ
改
ム

第
十
七
章
ニ
入
ル
附
載
ヲ
雑
載　
　
　
　

附
載
ノ
三

ニ
改
ム

　
　

第
六
節

　
　

第
七
節

第
八
章
ニ
入
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
節

　
　

第
九
節

第
六
章　
　

勲
位
優
遇
ニ
改
ム
下
ノ
第
十
二　
　

第
六
章

章
ヲ
入
ル

第
七
章　
　

下
ノ
第
十
一
章
ヲ
入
ル　
　
　
　
　

第
七
章

第
八
章　
　

外
国
交
際
ニ
改
ム　
　
　
　
　
　
　

第
八
章

第
一
節　

下
ノ
第
十
二
章
第
一
節
ヲ
入
ル

第
二
節　

下
ノ
外
篇
第
三
章
ヲ
入
ル

一
四
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第
三
節　

下
ノ
第
十
二
章
第
二
節
ヲ
入
ル

第
四
節　

下
ノ
第
五
章
第
八
節
ヲ
入
ル

第
五
節　

下
ノ
第
十
二
章
第
三
節
ヲ
入
ル

附　

録　

新
ニ
加
フ

第
九
章　
　

国
内
政
治
ニ
改
ム　
　
　
　
　
　
　

第
九
章

第
一
節　

下
ノ
外
篇
第
二
章
ヲ
入
ル

第
二
節　

下
ノ
外
篇
第
四
章
ヲ
入
ル

第
三
節　

下
ノ
外
篇
第
五
章
ヲ
入
ル

第
十
章　

下
ノ
第
六
章
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　

第
十
章

第
十
一
章　

下
ノ
第
七
章
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　

第
十
一
章

第
十
二
章　

下
ノ
第
八
章
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　

第
十
二
章

第
十
三
章　

下
ノ
第
九
章
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　

第
十
三
章

第
十
四
章　

喪
祭
ニ
改
メ
下
ノ
第
十
章
ヲ
入　
　

第
十
四
章

ル

第
一
節　

哲
宗
喪
祭
諸
儀
ニ
改
メ
第
一
節　
　
　

第
一
節

以
下
四
節
ヲ
入
ル

第
二
節　

下
ノ
第
五
節
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　
　

第
二
節

第
三
節　

下
ノ
第
六
節
ヲ
入
ル　
　
　
　
　
　
　

第
三
節

第
四
節　

妃
嬪
喪
祭
諸
儀
ニ
改
メ
下
ノ
第　
　
　

第
四
節

七
節
ヲ
入
ル

一
五
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第
五
節

　
　

第
六
節

　
　

第
七
節

第
十
五
章　

文
芸
ニ
改
ム
新
ニ
加
フ　
　
　
　
　

第
十
五
章

第
十
六
章　

服
喪
薨
去
ニ
改
メ
下
ノ
第
十
五　
　

第
十
六
章

章
及
ヒ
第
十
六
章
ヲ
入
ル

第
十
七
章　

雑
載
ニ
改
ム
新
ニ
加
フ

第
一
図　

下
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
図
第
一

第
二
図　

宮
中
粛
清
警
衛
配
置
図
ヲ
加
フ　
　

附
図
第
二

第
三
図　

下
ノ
第
二
ニ
同
シ　
　
　
　
　
　
　

附
図
第
三

第
四
図　

下
ノ
第
三
ニ
同
シ

　
　
　

外
篇
第
一
章　

削
ル

　
　
　

外
篇
第
二
章　

削
ル

　
　
　

外
篇
第
三
章　

削
ル

　
　
　

外
篇
第
四
章　

削
ル

　
　
　

外
篇
第
五
章　

削
ル

以
上
ノ
如
ク
李
太
王
実
録
ハ
外
編
五
章
ヲ
削
テ
之
ヲ
本
編
中
ニ
編
列
シ
、
本
編
中
紀
年
ノ
附
載
ハ
新
ニ
第
十
七
章
雑
載
ヲ
設
ケ
テ
之
ニ

編
入
シ
タ
リ
。
而
シ
テ
李
太
王
ハ
前
朝
ノ
君
主
ニ
シ
テ
其
ノ
入
宮
ヨ
リ
廃
帝
タ
ル
ニ
至
ル
マ
テ
在
位
四
十
五
年
其
ノ
紀
年
ト
其
ノ
政
事

上
重
要
ナ
ル
事
変
ト
ハ
当
初
立
案
シ
タ
ル
王
族
実
録
ノ
凡
例
目
次
中
適
当
ノ
記
載
欄
ナ
ク
、又
其
ノ
記
載
ヲ
闕
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、

政
事
上
重
要
ナ
ル
事
変
ハ
之
ヲ
総
説
中
ニ
款
項
ヲ
設
ケ
テ
編
入
シ
、
其
ノ
紀
年
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
雑
載
ノ
章
ニ
編
入
シ
タ
リ
。

一
六
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前
記
四五

十
余
号
ニ
亘
ル
資
料
ヲ
増
減
変
更
シ
テ
実
録
記
事
ノ
各
項
ニ
配
当
セ
シ
メ
、
且
ツ
其
ノ
目
録
ヲ
調
成
ス
ル
ノ
件
ハ
資
料
ノ

保
存
ト
索
引
検
索
上
極
メ
テ
便
宜
ノ
方
法
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
作
成
ス
ル
コ
ト
不
能
ニ
非
ス
ト
雖
モ
、
機
関
ノ
単
弱
ト
短
少
日
子
ト
ノ
能

ク
辨
ス
ル
所
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
、
二
公
実
録
編
修
ノ
当
初
ヨ
リ
類
別
索
引
ノ
方
法
ヲ
採
用
シ
タ
リ
。
是
レ
一
ハ
寮
ノ
保
存
ス
ル
幾

十
百
万
ノ
記
録
中
実
録
編
修
ニ
要
ス
ル
資
料
ハ
幾
ハ
ク
モ
枉
ラ
ス
シ
テ
、
本
件
実
録
ノ
編
修
ニ 

当
リ
其
ノ
過
半
ハ 

之
ヲ
公
私
ノ
借

入
記
録
ニ 
依
頼
セ
サ
ル
能
ハ 

ス
シ
テ
、
将
来
実
録
ノ
編
修
ニ 

於
テ
不
時
ノ
需
求
ニ 

応
ス
ル
能
ハ
ス
。
故
ニ
本
員
ハ 

採
択
資
料
ヲ

予
定
ス
ル
ニ 
当
リ
多
少
該
記
録
ノ
原
型
ヲ
保
存
ス
ル
ニ 

力
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
初
メ
ヨ
リ
鈔
写
ノ
不
能
ナ
ル
ヲ
認
メ
テ
原
本
記
録
ヲ

保
存
シ
タ
ル
コ
ト
儀
軌
類
記
録
ノ
如
キ
ア
リ
。
初
メ
ヨ
リ
記
録
ノ
全
写
ヲ
可
能
ナ
リ
ト
認
メ
テ
、
之
ヲ
全
写
シ
タ
ル
コ
ト
李
熹
公
李

埈
公
従
宦

（
マ
マ
）録

ノ
如
キ
ア
リ
。
而
シ
テ
各
実
録
資
料
ニ 

ハ 

其
ノ
梗
槩
ヲ
存
ス
ル
ノ
ミ
。
其
ノ
資
料
ニ 

過
不
足
ア
ル
ヲ
免
レ
ス
シ
テ
、

類
別
索
引
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
所
以
ナ
リ
。
而
シ
テ
本
実
録
ニ 

於
テ
新
設
シ
タ
ル
第
十
七
章
雑
載
ノ
記
事
ハ
紀
年
ノ
体
ニ 

係
ル
ヲ
以

テ
極
メ
テ
違
例
ニ 

属
ス
ル
ノ
嫌
ア
リ
ト
雖
モ
、
該
記
事
ハ 

李
太
王
朝
ノ
前
半
ニ
於
ケ
ル
典
礼
事
項
ニ 

闕
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
主
ト

シ
テ
李
熹
公
従
官
録
ニ 

依
レ
リ
。
而
シ
テ
該
資
料
ハ 

同
記
録
ノ
梗
槩
ト
李
太
王
朝
日
省
録
ノ
鈔
節
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
ハ
尤
モ
資
料
ノ

過
不
足
ア
ル
モ
ノ
ニ 

属
ス
ト
雖
モ
、
将
来
不
時
ノ
需
ア
ル
ニ 

当
リ
テ
ハ 

本
書
記
録
ヲ
鈔
写
シ
テ
之
ヲ
了
ス
ル
ヲ
得
ヘ 

シ
。

終
リ
ニ 

本
書
修
正
実
録
ト
資
料
目
録
ト
ヲ
対
当
セ
シ
ム
ル
為
メ
対
照
目
録
二
通
ヲ
作
成
シ
、
之
ヲ
各
巻
ノ
首
ニ
掲
ケ
以
テ
其
ノ
責

ヲ
塞
カ
ン
ト
ス
。

史
ヲ
修
ス
レ
ハ 

枯
葉
ヲ
払
フ
カ
如
シ
。
随
テ
払
ヘ 

ハ 
随
テ
墜
ス
。
希
ク
ハ 

右
功
程
ヲ
以
テ
編
修
完
了
ノ
一
期
ト
為
シ
、
本
員
解

由
ノ
光
栄
ヲ
賜
ハ 

ラ
ン
コ 

ト
ヲ
別
紙
成
績
報
告
相
添
エ 

謹
テ
報
告
仕
候
也
。

大
正
十
二
年
七
月
三
十
一
日

御
用
掛
浅
見
倫
太
郎

杉
図
書
頭
閣
下

一
七
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右
の
廃
案
報
告
書
の
内
容
は
非
常
に
多
岐
に
渉
る
の
で
、
重
要
な
点
に
絞
っ
て
整
理
・
確
認
を
し
て
み
た
い
。

①
大
正
八
年
五
月
末
日
、
御
用
掛
嘱
託
員
を
拝
命
し
、
六
月
二
日
、
王
族
及
公
族
実
録
編
修
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
つ
い
で
大
正
一
〇
年

一
〇
月
七
日
、
御
用
掛
と
な
り
今
日
に
至
る
。

②
奉
命
当
初
、
図
書
寮
の
職
制
上
か
ら
し
て
編
修
す
べ
き
王
族
及
公
族
実
録
は
、
李
熹
公
、
李
埈
公
及
び
当
年
薨
去
さ
れ
た
李
太
王
の

実
録
で
あ
っ
た
。
ま
た
存
生
中
の
二
公
妃
殿
下
の
合
録
は
記
録
の
便
宜
上
、
大
正
六
年
を
定
限
と
し
た
。

③
編
修
補
助
員
一
員
・
写
字
生
一
員
を
専
属
と
し
、
翌
年
朝
鮮
人
補
助
員
一
員
を
増
員
。
大
正
一
〇
年
末
日
、
予
定
の
資
料
謄
写
が
竣

功
し
た
の
で
解
任
さ
れ
た
。
人
員
手
薄
の
た
め
図
書
寮
員
の
補
助
を
受
け
た
こ
と
少
な
く
な
い
。

④
図
書
寮
の
事
務
官
と
協
議
し
実
録
例
規
、
実
録
凡
例
、
編
修
員
服
務
規
程
を
立
案
し
事
務
の
進
行
を
は
か
っ
た
。
ま
た
李
熹
公
譜
略
、

李
埈
公
譜
略
、
李
太
王
譜
略
を
作
成
し
、
そ
の
後
ま
た
補
正
し
た
。
二
公
一
王
に
関
す
る
記
録
の
調
査
、
資
料
の
採
択
並
び
に
実
録

編
修
は
同
時
に
着
手
し
、
の
ち
方
針
を
変
更
し
二
公
を
先
に
し
て
、
大
王
を
後
に
し
、
従
速
の
竣
工
を
は
か
っ
た
こ
と
は
大
正
八
年

一
二
月
一
五
日
附
の
報
告
書
で
詳
述
し
た
。

⑤
大
正
九
年
六
月
三
〇
日
、
李
熹
公
の
実
録
稿
本
が
成
り
、
一
〇
月
三
一
日
、
李
埈
公
の
実
録
稿
本
が
成
り
、
謄
写
の
資
料
と
共
に
各

簿
冊
を
成
し
、
そ
れ
ら
に
報
告
書
を
添
付
し
た
。

⑥
大
正
九
年
一
〇
月
一
四
日
、
史
料
調
査
及
び
事
務
承
合
の
た
め
朝
鮮
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
出
発
し
、
五
日
間
京
城
に
滞
在
し
て
帰

任
復
命
し
た
。（
用
件
略
）

⑦
爾
後
、
力
を
李
太
王
実
録
の
編
修
に
注
ぎ
、
大
正
一
〇
年
一
一
月
一
〇
日
、
李
太
王
実
紀

（
録
）を

畢
撰
し
実
録
稿
本
一
、一
六
四
枚
は
同

時
に
浄
写
に
付
し
て
一
六
冊
を
成
し
、
資
料
総
数
五
、五
七
二
号
並
び
に
資
料
目
次
を
併
せ
て
八
六
冊
を
成
し
、
装
訂
に
付
し
て
総

数
一
〇
二
冊
を
成
し
た

（
７
）

。

⑧
「
従
速
畢
役
」
の
目
的
か
ら
編
修
功
程
を
進
捗
し
、
大
正
九
年
、
二
公
の
実
録
が
成
り
、
大
正
一
〇
年
、
太
王
の
実
録
が
成
っ
た
の

一
八
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で
、
特
に
功
程
の
成
績
の
報
告
書
を
提
出
せ
ず
。

⑨
大
正
一
一
年
以
降
、
事
務
の
第
一
は
、
実
録
編
修
に
関
す
る
蒐
集
記
録
の
借
入
と
返
還
で
、
借
入
は
同
年
七
月
で
大
略
返
還
を
終
え
た
。

そ
れ
ら
は
朝
鮮
総
督
府
な
ど
の
記
録
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
実
録
の
性
質
は
「
典
章
故
実
」
な
の
で
、
他
の
参
考
記
録
と
共
に
記
録
保

存
上
の
良
法
と
し
て
図
書
寮
で
の
展
覧
会
を
準
備
し
た
が
諸
事
情
か
ら
停
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
ま
た
、
実
録
編
修
上
、
借
入
し

た
記
録
中
図
書
寮
に
保
存
し
て
参
考
資
料
と
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
図
書
寮
の
事
務
官
と
協
議
し
て
継
続
鈔
写
し
た
。
第
三
は
、
図

書
寮
の
事
務
官
と
各
箇
実
録
の
題
号
を
一
様
に
実
録
と
修
正
す
る
件
、
李
太
王
実
録
の
章
節
を
変
更
し
外
編
各
章
節
を
本
編
に
編
入
す

る
件
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
各
実
録
を
通
し
て
実
録
の
題
号
の
件
、
李
太
王
・
閔
妃
・
厳
妃
の
名
号
の
件
に
つ
い
て
修
正
し
た
。

⑩
李
太
王
実
録
の
章
節
を
変
更
し
外
編
五
章
を
削
り
本
編
中
に
編
列
し
、
本
編
中
紀
年
の
附
載
は
新
た
に
第
一
七
章
雑
載
を
設
け
て
編

入
し
た
。
李
太
王
に
つ
い
て
は
、
当
初
立
案
し
た
王
族
実
録
の
凡
例
・
目
次
中
に
適
当
の
記
載
欄
が
な
い
の
で
、
政
事
上
重
要
な
事

変
は
総
説
中
に
款
項
を
設
け
て
編
入
し
、
紀
年
に
係
る
も
の
は
雑
載
の
章
に
編
入
し
た
。

⑪
前
記
五
〇
余
号
に
わ
た
る
資
料
を
増
減
変
更
し
て
実
録
記
事
の
各
項
に
配
し
、
且
つ
そ
の
目
録
を
調
成
す
る
件
は
資
料
の
保
存
と
索

引
検
索
上
極
め
て
便
宜
の
方
法
で
あ
る
が
、
機
関
の
単
弱
と
短
少
、
編
修
日
数
か
ら
難
し
い
の
で
、
二
公
の
実
録
編
修
の
当
初
よ
り

類
別
索
引
の
方
法
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
図
書
寮
の
保
存
す
る
幾
十
百
万
の
記
録
中
実
録
編
修
に
要
す
る
資
料
は
少
な
く
、
実
録
の

編
修
に
あ
た
り
そ
の
過
半
は
公
私
の
借
入
記
録
な
の
で
、
将
来
実
録
の
編
修
に
お
い
て
不
時
の
需
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
。
故
に
採
択

資
料
を
予
定
す
る
に
あ
た
り
多
少
該
記
録
の
原
型
を
保
存
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
一
方
、
は
じ
め
か
ら
鈔
写
不
能
な
の
を
認
め
て
原

本
記
録
を
保
存
し
た
の
は
儀
軌
類
記
録
、
記
録
の
全
写
が
可
能
と
認
め
て
全
写
し
た
の
は
李
熹
公
李
埈
公
従
宦

（
マ
マ
）録

な
ど
で
あ
る
。

⑫
本
実
録
で
新
設
し
た
第
十
七
章
雑
載
の
記
事
は
紀
年
の
体
に
係
わ
り
極
め
て
違
例
だ
が
、
該
記
事
は
李
太
王
朝
の
前
半
に
於
け
る
典

礼
事
項
に
関
す
る
も
の
で
、
主
と
し
て
李
熹
公
従
官
録
に
依
っ
た
。
該
資
料
は
、
同
記
録
の
梗
槩
と
李
太
王
朝
日
省
録
の
鈔
節
で
、

尤
も
資
料
の
過
不
足
が
あ
る
が
、
将
来
不
時
の
需
が
あ
る
に
あ
た
り
て
は
本
書
記
録
を
鈔
写
し
て
了
す
る
を
得
べ
し
。

⑬
本
書
修
正
実
録
と
資
料
目
録
と
を
対
当
さ
せ
る
た
め
対
照
目
録
二
通
を
作
成
し
、
各
巻
の
首
に
掲
げ
て
責
を
塞
い
た
。一

九
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右
の
「
廃
案
報
告
書
」
か
ら
各
実
録
の
編
修
が
種
々
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
編
修
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。

二　

実
録
の
編
修
方
針

本
節
で
は
右
に
み
て
き
た
実
録
の
編
修
方
針
が
書
か
れ
て
い
る
例
言
、
引
用
書
目
、
目
次
を
確
認
し
て
み
た
い
。

「
李
太
王
実
録
」（
六
冊
。
資
料
二
四
冊
）
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
巻
首
の
「
第
一
章　

総
説　

第
一
節　

編
修
例
言
」
に
つ
ぎ
の
よ

う
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
按
〕　　

朝
鮮
ハ
古
ノ
三
韓
勾
驪
ノ
地
方
ニ
シ
テ
政
教
風
俗
久
シ
ク
内
地
ト
化
ヲ
同
ス
ウ
セ
ス
。
明
治
四
十
三
年
八
月
二
十
九
日
併

合
条
約
ヲ
以
テ
之
ヲ
帝
国
ノ
領
土
ト
為
ス
ニ
及
ヒ
、
其
ノ
皇
帝
及
ヒ
李
氏
門
族
ニ
シ
テ
王
ニ
冊
シ
、
又
ハ
公
ニ
列
ス
ル
モ

ノ
ハ
之
ヲ
待
ツ
ニ
皇
族
ノ
礼
ヲ
以
テ
セ
リ
。太
王
ハ
皇
帝
ノ
父
ニ
シ
テ
当
時
ノ
条
約
ニ
韓
国
太
皇
帝
ト
云
フ
モ
ノ
是
ナ
リ
。

洵
ニ
国
家
非
常
ノ
礼
数
ヲ
備
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
実
録
ノ
事
ハ
創
制
ニ
係
ル
モ
ノ
ア
リ
。
新
タ
ニ
義
例
ヲ
起
シ
務
メ
テ
記

述
ノ
正
確
簡
明
ナ
ル
ヲ
期
ス

第
一
則　

編
章
ノ
分
段
ハ
事
項
類
別
ノ
法
ニ
依
リ
題
号
ヲ
設
ク
ト
雖
モ
、
第
一
章
第
三
節
及
ヒ
第
一
七
章
ノ
記
事
ハ
事
ノ
軽
重
ヲ
論

シ
テ
類
別
ノ
法
ニ
依
ラ
ス
。

太
王
ノ
事
蹟
ヲ
網
羅
ス
ル
ニ
当
リ
類
別
ノ
法
ニ
依
ル
ト
雖
モ
、
併
合
前
ノ
事
蹟
、
彼
我
ノ
典
章
故
実
ニ
異
ナ
ル
所
ア
リ
テ
一
律
ナ

ル
能
ハ
ス
。
総
説
並
ニ
誕
生
成
年
教
養
婚
姻
子
女
身
位
殿
邸
叙
勲
待
遇
外
国
交
際
祭
祀
喪
祭
服
喪
文
芸
雑
載
等
ノ
事
項
ハ
、
彼
我

一
律
ナ
ル
所
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
成
年
ヲ
冠
礼
ニ
止
メ
教
養
ヲ
教
育
講
対
ト
シ
婚
姻
ヲ
妃
嬪
ト
シ
婚
礼
ヲ
其
ノ
中
ニ
入
ル
。
身
位
ハ

称
号
徽
号
ニ
限
レ
リ
。

二
〇
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而
シ
テ
太
王
ノ
封
君
ハ
冠
礼
ニ
伴
フ
ヲ
以
テ
冠
礼
ト
合
録
シ
、
交
際
信
教
旅
行
財
産
ニ
関
シ
テ
ハ
特
章
ヲ
設
ケ
ス
。
国
内
政
治
ノ

章
ヲ
設
ケ
テ
典
礼
故
実
民
擾
刑
獄
制
作
纂
輯
ヲ
合
録
シ
、
又
殿
邸
移
御
営
建
ノ
章
ヲ
設
ケ
テ
宮
殿
ノ
営
建
社
修
並
ニ
行
幸
ノ
事
蹟

ヲ
合
録
シ
、
朝
儀
祭
祀
喪
祭
讌
遊
ニ
関
シ
テ
ハ
王
家
ニ
ハ
従
来
朝
儀
ノ
例
ナ
キ
ヲ
以
テ
載
録
ヲ
闕
キ
、
大
中
小
祀
展
墓
ノ
常
例
ニ

係
ル
モ
ノ
並
ニ
喪
祭
讌
遊
ノ
事
項
ハ
其
ノ
目
極
メ
テ
繁
キ
ヲ
以
テ
、
特
ニ
儀
軌
庁
ヲ
設
ケ
テ
儀
軌
ヲ
作
製
シ
タ
ル
事
項
ヲ
限
リ
之

ヲ
載
録
シ
、
讌
遊
ハ
進
宴
入
耆
社
ノ
事
項
ニ
限
リ
、
尊
崇
封
爵
ト
影
幀
系
譜
日
記
宝
印
ノ
改
修
ト
ハ
儀
軌
ヲ
存
ス
ル
ヲ
以
テ
特
章

ヲ
設
ケ
以
テ
太
王
ノ
事
蹟
ハ
網
羅
シ
タ
リ
。

第
二
則　

王
公
族
並
ニ
先
系
ノ
王
公
妃
嬪
ヲ
称
ス
ル
ニ
ハ
其
ノ
名
号
ノ
一
ヲ
採
用
ス

王
族
及
ヒ
公
族
ノ
称
呼
ハ
併
合
当
時
ニ
宮
内
省
告
示
ヲ
以
テ
其
ノ
称
呼
ヲ
定
メ
、太
王
ノ
称
呼
ヲ
徳
寿
宮
李
太
王
殿
下
ト
曰
ヘ
リ
。

徳
寿
宮
ハ
王
ノ
居
所
タ
ル
宮
号
ナ
リ
。
太
王
ハ
王
公
タ
ル
ノ
義
ヲ
称
号
ト
為
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
又
其
ノ
薨
後
ニ
諡
号
朝
号
殿
号
陵
号

ヲ
付
与
シ
タ
ル
如
キ
ハ
帝
国
ノ
典
礼
又
ハ
王
家
ノ
軌
儀
ニ
依
拠
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
本
書
ハ
実
ニ
拠
リ
テ
其
ノ
名
ヲ
称
ス
ル

ヲ
通
例
ト
シ
、
又
略
シ
テ
太
王
ト
称
ス
。
此
ノ
他
ノ
王
公
族
ヲ
称
ス
ル
ト
キ
ハ
、
実
ニ
拠
リ
テ
其
ノ
名
ヲ
称
シ
、
又
ハ
王
公
ノ
文

字
ヲ
加
ヘ
テ
之
ヲ
称
ス
。

王
家
ノ
先
系
中
君
主
ノ
位
ニ
上
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
称
ス
ル
ニ
、
氏
名
以
外
ノ
別
称
ヲ
択
テ
之
ヲ
称
ス
ル
所
以
ハ
其
ノ
名
ニ
ハ
幾
タ
ヒ

カ
改
更
ア
リ
。
又
別
称
ニ
ハ
字
号
軒
号
尊
号
徽
号
廟
号
諡
号
殿
号
陵
号
嬪
殿
号
魂
殿
号
、
明
及
ヒ
清
朝
ノ
賜
諡
号
ア
リ
。
追
上
加

上
其
ノ
他
ノ
改
号
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
其
ノ
名
称
ハ
一
ニ
ア
ラ
ス
。
特
ニ
其
ノ
名
ニ
稀
字
ヲ
用
ヒ
、
若
ク
ハ
五
行
ノ
順
序
ニ

従
テ
扁
旁
ヲ
作
リ
以
テ
新
字
ヲ
作
製
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
本
書
ハ
中
ニ
就
テ
廟
号
ノ
一
ヲ
採
用
シ
、
又
其
ノ
廃
主
ニ
シ
テ
廟
号
ヲ

有
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
君
号
ヲ
称
シ
、
又
承
命
代
理
中
ニ
死
亡
シ
テ
追
尊
廟
号
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
、
又
其
ノ
他
ノ
事
由
ニ
因
リ
テ
追
尊

廟
号
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
廟
号
ヲ
称
セ
リ
。
但
シ
先
系
中
太
祖
以
前
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
追
尊
廟
号
ヲ
称
セ
ス
。

女
子
ニ
ハ
名
字
ヲ
称
セ
ス
。
妃
ヲ
称
ス
ル
ニ
ウ
ハ
本
姓
ヲ
以
テ
シ
某
王
ノ
妃
某
氏
、
又
ハ
単
ニ
某
妃
ト
称
シ
、
夭
殤
小
児
ノ
名
ナ

キ
モ
ノ
ハ
輩
行
ヲ
以
テ
称
シ
、
又
ハ
阿
只
氏
ヲ
以
テ
称
ス
。

二
一
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概
シ
テ
朝
鮮
ニ
ハ
其
ノ
王
統
ヲ
称
ス
ル
ニ
李
朝
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
例
ナ
ク
、
又
其
ノ
世
代
ヲ
称
ス
ル
ニ
代
数
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
例
ナ
シ

ト
雖
モ
、
本
書
ハ
王
族
ノ
先
系
ヲ
歴
叙
ス
ル
ニ
当
リ
太
祖
以
下
王
祚
ニ
上
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
代
数
ヲ
附
シ
、
承
命
代
理
ニ
ハ
代
数

ヲ
附
セ
ス
。
又
其
ノ
王
統
ヲ
称
ス
ル
ニ
李
朝
ヲ
以
テ
ス
。

先
系
諸
王
ノ
称
呼
ハ
左
ノ
如
シ
。

第
一
代
王
ハ
太
祖
ヲ
以
テ
称
シ
、
康
献
大
王
等
ヲ
称
セ
ス
。

（
第
二
代
王
か
ら
第
二
四
代
王
の
呼
称
略
―
引
用
者
）

第
二
十
五
代
王
ハ
哲
宗
ヲ
以
テ
称
シ
英
孝
大
王
等
ヲ
称
セ
ス
。

承
命
代
理
中
死
亡
シ
タ
ル
王
公
ノ
称
呼
ハ
左
ノ
如
シ
。

（
中
略
）

追
尊
ニ
ノ
ミ
依
ル
王
公
ノ
称
呼
ハ
左
ノ
如
シ
。

（
中
略
）

太
王
ト
同
時
ノ
尊
長
女
子
ノ
呼
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

（
中
略
）

妃
嬪
ノ
呼
称
ハ
左
ノ
如
シ
。

第
三
則　

王
公
妃
嬪
ノ
年
齢
ヲ
書
ス
ル
場
合
ハ
、
概
年
法
ニ
依
リ
テ
満
年
法
ヲ
用
ヰ
ス
。

第
四
則　

職
官
地
名
又
ハ
事
物
ノ
名
称
ハ
俗
ニ
従
ヒ
略
称
、
又
ハ
別
称
ヲ
用
ヒ
一
一
ニ
是
正
セ
ス
。

右
二
則
ハ
皆
修
史
ノ
慣
例
ニ
従
フ
。
特
ニ
朝
鮮
ノ
職
官
地
名
其
ノ
他
ノ
事
物
ニ
略
称
、
又
ハ
別
号
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
多
キ
ハ
俗
尚

ノ
苟
簡
ナ
ル
ニ
因
ル
。
若
シ
同
文
異
義
ノ
疑
ア
ル
モ
ノ
ハ
按
ヲ
加
ヘ
テ
之
ヲ
釈
明
シ
、
公
知
ノ
モ
ノ
ハ
一
一
ニ
釈
明
セ
ス
煩
ヲ
省
ク

ナ
リ
。

第
五
則　

紀
年
ハ
干
支
ヲ
以
テ
一
貫
シ
本
邦
紀
年
ノ
下
ニ
其
ノ
他
ノ
紀
年
ヲ
注
記
ス
。

二
二
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従
来
朝
鮮
ニ
ハ
一
王
ノ
法
徧
ク
行
ハ
レ
ス
シ
テ
公
私
ノ
文
書
ニ
雑
多
ノ
紀
年
ヲ
慣
用
セ
リ
。
太
王
一
代
ノ
間
ニ
於
テ
特
ニ
多
シ
。

李
氏
開
国
紀
年
ハ
一
タ
ヒ
之
ヲ
江
華
条
約
ニ
始
用
シ
各
国
締
約
ノ
文
書
ニ
ハ
往
々
之
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
、
国
内
ニ
於
テ
慣
用
シ
タ
ル

ニ
ハ
非
ス
。
明
治
二
十
七
ニ
至
リ
突
然
開
国
五
百
三
年
ノ
紀
年
ヲ
用
ヒ
建
陽
建
元
ニ
至
リ
止
ム
。
其
ノ
間
二
個
年
ニ
満
タ
サ
ル
ナ

リ
。
近
年
ニ
至
リ
民
籍
ニ
開
国
紀
年
ヲ
用
ヒ
タ
ル
ハ
後
日
ノ
遡
記
ニ
係
リ
徒
ラ
ニ
紛
更
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
李
王
職
ノ
作
成

シ
タ
ル
王
公
族
牒
籍
ハ
民
籍
ノ
例
ニ
同
シ
。

清
朝
ニ
朝
貢
セ
ル
時
代
ニ
於
テ
事
大
文
書
並
ニ
国
内
ノ
告
身
式
ニ
ハ
清
朝
ノ
紀
年
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
、
哲
宗
王
ノ
墓
表
陰
記
ノ
如
キ

ハ
明
朝
ノ
崇
禎
紀
年
ニ
依
レ
リ
。

又
即
祚
紀
年
ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
即
祚
ノ
翌
年
ヲ
以
テ
元
年
ト
為
ス
ヲ
例
ト
セ
リ
。
而
シ
テ
建
陽
建
元
以
後
ニ
モ
此
ノ
紀
年
法

ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
ハ
、
従
来
朝
鮮
ニ
ハ
建
元
ノ
例
極
メ
テ
少
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
建
元
紀
年
ノ
効
用
ヲ
鮮
ス
ル
モ
ノ
少
キ
ニ
因
ル
。

干
支
紀
年
ハ
上
世
以
来
彼
我
ノ
同
一
ナ
ル
所
ニ
シ
テ
、
拠
テ
以
テ
一
貫
ノ
紀
年
ト
為
ス
ヲ
得
ヘ
シ
。
干
支
周
甲
ノ
場
合
ニ
邵
雍
ノ

元
会
説
ニ
依
リ
テ
命
名
セ
ル
コ
ト
申
翊
聖
ノ
皇
極
経
世
書
補
編
洪
啓
禧
ノ
経
世
指
掌
ノ
書
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
、
公
行
ノ
例
ナ
キ

ヲ
以
テ
、
他
ノ
紀
年
法
ヲ
参
用
シ
干
支
ノ
上
ニ
本
邦
紀
年
ヲ
冠
シ
、
下
ニ
ハ
王
家
ノ
即
祚
紀
年
或
ハ
開
国
紀
年
元
号
紀
年
ヲ
参
用

シ
テ
対
照
ト
為
ス
。
而
シ
テ
改
元
ノ
年
ニ
ハ
初
日
ニ
遡
リ
テ
元
年
ト
書
シ
、即
祚
紀
年
ヲ
注
記
ス
ル
ニ
ハ
単
ニ
即
祚
某
年
ト
書
シ
、

前
代
君
主
ノ
即
祚
紀
年
ニ
ハ
某
王
即
祚
某
年
ト
書
シ
、
開
国
五
百
三
年
以
後
ハ
即
祚
紀
年
ノ
注
記
ヲ
省
略
シ
、
建
陽
建
元
以
後
ハ

開
国
紀
年
ヲ
省
略
シ
タ
リ
。

外
国
交
際
ニ
関
ス
ル
章
節
ハ
或
ハ
清
朝
紀
年
ヲ
注
シ
、
或
ハ
西
洋
紀
年
ヲ
注
ス
。
彼
我
ノ
対
照
ニ
便
ス
ル
ナ
リ
。

第
六
則　

暦
日
ハ
時
用
ノ
制
ニ
従
ヒ
明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
ヲ
以
テ
分
界
ト
ス

朝
鮮
ハ
古
来
ヨ
リ
固
有
ノ
暦
法
ア
ラ
ス
。
太
王
ノ
即
祚
ノ
初
年
ニ
千
歳
歴
ヲ
続
纂
シ
、
翌
年
甲
子
ヲ
以
テ
元
年
ト
為
シ
、
之
ヲ
国

内
ニ
行
用
シ
首
ニ
時
憲
書
ヲ
以
テ
起
数
ス
ト
ノ
一
語
ヲ
加
ヘ
テ
、
以
テ
清
朝
ノ
正
朔
ヲ
奉
セ
サ
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
タ
ル

ハ
太
陰
暦
ノ
法
ナ
リ
。
而
シ
テ
其
正
閏
ハ
必
シ
モ
我
カ
邦
ノ
太
陰
暦
法
ト
一
致
セ
ス
。
之
ヲ
行
用
シ
テ
即
祚
三
十
二
年

○
明
治

二
十
八

年

二
三
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十
一
月
十
六
日
ニ
至
ル
其
ノ
翌
十
七
日
ヲ
以
テ
建
陽
元
年

○
開
国　

五
百
五
年

一
月
一
日
ト
シ
、
明
時
歴
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。
其
ノ
太
陽
暦
ノ
法
タ
ル

コ
ト
、
我
ト
同
一
ナ
ル
モ
陰
陽
歴
ヲ
併
用
シ
テ
軽
重
ス
ル
所
ア
ラ
ス
。
本
書
ハ
朝
鮮
文
書
ヲ
撮
録
ス
ル
ニ
当
リ
、
其
ノ
記
載
ノ
暦

日
ヲ
我
ノ
暦
日
ニ
改
定
ス
ル
ハ
頓
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
ヲ
以
テ
分
界
ト
シ
、
其
ノ
以
前
ハ
彼
ノ
太
陰

暦
ニ
依
リ
、
以
後
ハ
太
陽
暦
ニ
依
リ
彼
我
交
渉
ノ
場
合
ニ
ハ
暦
日
ヲ
対
照
シ
テ
之
ヲ
註
記
ス
。
近
時
撰
述
ノ
李
太
王
行
状
及
ヒ
壙

誌
ニ
陰
暦
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
ハ
、
時
用
ノ
制
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
王
ノ
薨
年
ニ
一
年
ノ
差
錯
ヲ
生
セ
リ
。

第
七
則　

徴
証
資
料
ハ
本
書
ノ
順
序
ニ
従
テ
類
別
ス
。

資
料
ノ
各
類
ハ
本
書
各
章
ト
対
当
シ
類
毎
ニ
番
号
ヲ
附
シ
タ
ル
モ
、
資
料
ノ
浩
瀚
ナ
ル
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
文
書
ノ
各
目
ニ
従
テ
之
ヲ

種
別
シ
、
種
毎
ニ
番
号
ヲ
附
シ
其
ノ
他
ノ
資
料
ハ
概
括
シ
テ
総
ノ
各
目
ノ
下
ニ
番
号
ヲ
附
シ
、
本
書
各
節
ノ
条
下
ニ
対
照
資
料
ヲ

注
記
ス
。

第
八
則　

本
書
ノ
用
字
例
ハ
仮
名
ノ
添
加
ヲ
増
益
シ
テ
看
読
ニ
便
ス
。

本
書
ノ
資
料
ハ
之
ヲ
朝
鮮
ノ
文
籍
ニ
採
ル
モ
ノ
多
キ
ヲ
以
テ
、
公
私
ノ
文
書
ヲ
通
約
抄
節
シ
テ
文
ヲ
成
ス
ニ
当
リ
承
接
詞
ノ
添
加

ヲ
増
益
シ
テ
彼
我
ノ
語
句
ヲ
辨
別
シ
易
カ
ラ
シ
ム
。
而
ノ
字
ニ
シ
テ
ヲ
添
加
シ
、
及
ニ
ヒ
ヲ
添
加
ス
ル
ノ
類
ナ
リ
。
旧
来
朝
鮮
ノ

公
文
中
ニ
使
用
セ
ル
摘
姧
○
取
調
フ

ル
コ
ト

麿
錬

○
計
画
ヲ
立

ル
ル
コ
ト

麿
勘

○
完
結
ス

ル
コ
ト

ノ
語
ハ
使
用
特
ニ
多
シ
。
其
ノ
他
ノ
我
カ
慣
用
ニ
ア
ラ
サ
ル
文
字
ア
ル
ト

キ
ハ
文
義
ヲ
注
記
ス
。

つ
ぎ
に
引
用
書
目
を
左
に
記
す
。

二
四

引
用
書
目

王
公
族
牒
籍
当
主
李
王
ノ
部

王
公
履
歴
書
李
王
ノ
部

王
公
家
系
譜
李
王
家
ノ
部

李
太
王
譜
略

叡
源
系
譜
紀
略
第
七
冊

同　
　
　
　
　

第
一
冊　

隆
熈
二
年
戊
申

重
校
補
刊
本

李
太
王
勲
章
記
事
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二
五

李
熹
公
従
宦
録
三
冊

官
報

同
貴
族
院
衆
議
院
議
事
速
記
録

朝
鮮
総
督
府
官
報
第
一
号

韓
国
官
報
全
部

韓
国
法
規
類
纂
九
冊

王
公
族
録
宮
内
省
記
録

珠
淵
集

統
監
府
施
政
年
報
三
冊

朝
鮮
統
治
五
年
間
成
績
一
冊

日
本
公
使
館
記
録
乙
未
亡
命
者
関
係
書
類
ノ
部

統
監
府
外
事
局
記
録
海
牙
密
使
事
件
ノ
部

各
種
儀
軌
七
十
部
一
百
三
十
八
冊

哲
宗
大
王
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
癸
亥　
　
　

三
冊

哲
宗
大
王
国
葬
都
監
儀
軌
癸
亥　
　
　
　
　

四
冊

哲
宗
大
王
睿
陵
山
陵
都
監
儀
軌
癸
亥　
　
　

二
冊

嘉
礼
都
監
儀
軌
丙
寅　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
冊

上
号
都
監
儀
軌
丙
寅　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

尊
崇
都
監
儀
軌
丙
寅　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

哲
宗
大
王
祔
廟
都
監
儀
軌
丙
寅　
　
　
　
　

一
冊

追
饌
儀
軌
戊
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
冊

上
尊
号
都
監
儀
軌
癸
酉　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

追
爵
儀
軌
癸
酉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

元
子
阿
只
蔵
胎
儀
軌
甲
戌　
　
　
　
　
　
　

一
冊

王
世
子
冊
礼
都
監
儀
軌
乙
亥　
　
　
　
　
　

一
冊

上
号
都
監
儀
軌
乙
亥　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

宝
中
所
儀
軌
丙
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

進
饌
儀
軌
丁
丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

哲
仁
王
后
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
戊
寅　
　
　

三
冊

哲
仁
王
后
国
葬
都
監
儀
軌
戊
寅　
　
　
　
　

四
冊

哲
仁
王
后
睿
陵
山
陵
都
監
儀
軌
戊
寅　
　
　

二
冊

哲
仁
王
后
祔
廟
都
監
儀
軌
庚
辰　
　
　
　
　

一
冊

王
世
子
嘉
礼
都
監
儀
軌
壬
午　
　
　
　
　
　

二
冊

追
饌
儀
軌
丁
亥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

加
上
尊
号
都
監
儀
軌
戊
子　
　
　
　
　
　
　

一
冊

英
祖
大
王
廟
号
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　
　
　

一
冊

加
上
尊
号
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　
　
　
　
　

一
冊

神
貞
王
后
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　

三
冊

神
貞
王
后
国
葬
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　
　
　

四
冊

神
貞
王
后
綏
陵
山
陵
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　

二
冊
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追
上
尊
号
都
監
儀
軌
庚
寅　
　
　
　
　
　
　

一
冊

日
記
庁
儀
軌
庚
寅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

神
貞
王
后
祔
廟
都
監
儀
軌
壬
辰　
　
　
　
　

一
冊

上
号
都
監
儀
軌
壬
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

璿
源
譜
略
修
正
儀
軌
壬
辰　
　
　
　
　
　
　

一
冊

進
饌
儀
軌
壬
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

明
成
皇
后
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
乙
未　
　
　

三
冊

明
成
皇
后
国
葬
都
監
儀
軌
乙
未　
　
　
　
　

四
冊

明
成
皇
后
洪
陵
山
陵
都
監
儀
軌
乙
未　
　
　

二
冊

大
礼
儀
軌
丁
酉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

綏
陵
陵
工
莎
草
改
修
都
監
儀
軌
庚
子　
　
　

一
冊

追
尊
儀
軌
己
亥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

影
幀
摹
写
都
監
儀
軌
己
亥　
　
　
　
　
　
　

一
冊

影
幀
摹
写
補
完
儀
軌
己
亥　
　
　
　
　
　
　

一
冊

上
号
都
監
儀
軌
庚
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

影
幀
摹
写
都
監
儀
軌
庚
子　
　
　
　
　
　
　

一
冊

英
禧
殿
営
建
都
監
儀
軌
庚
子　
　
　
　
　
　

一
冊

義
王
英
王
冊
封
儀
軌
庚
子　
　
　
　
　
　
　

一
冊

景
福
宮
昌
徳
宮
璿
源
殿
増
建
都
監

儀
軌
庚
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

肇
慶
壇
濬
慶
墓
永
慶
墓
営
建
庁
儀
軌
庚
子　

二
冊

進
饌
儀
軌
辛
丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

影
幀
摹
写
都
監
儀
辛
丑　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

真
殿
重
建
都
監
儀
軌
辛
丑　
　
　
　
　
　
　

一
冊

進
宴
儀
軌
辛
丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

淳
妃
冊
封
儀
軌
辛
丑　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

上
号
都
監
儀
軌
壬
寅　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

進
宴
儀
軌
壬
寅
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

進
宴
儀
軌
壬
寅
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊

洪
陵
石
儀
重
修
都
監
儀
軌
癸
卯　
　
　
　
　

一
冊

進
封
皇
貴
儀
軌
癸
卯　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

孝
定
王
后
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
癸
卯　
　
　

五
冊

孝
定
王
后
国
葬
都
監
儀
軌
癸
卯　
　
　
　
　

四
冊

孝
定
王
后
景
陵
山
陵
都
監
儀
軌
甲
辰　
　
　

二
冊

中
和
殿
営
建
都
監
儀
軌
甲
辰　
　
　
　
　
　

一
冊

璿
源
譜
略
修
正
儀
軌
甲
辰　
　
　
　
　
　
　

一
冊

純
明
妃
殯
殿
魂
殿
都
監
儀
軌
甲
辰　
　
　
　

五
冊

純
明
妃
国
葬
都
監
儀
軌
甲
辰　
　
　
　
　
　

四
冊

純
明
妃
裕
康
園
園
所
都
監
儀
軌
甲
辰　
　
　

二
冊

孝
定
王
后
祔
廟
都
監
儀
軌
乙
巳　
　
　
　
　

一
冊 二

六
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慶
運
宮
重
建
都
監
儀
軌
丙
午　
　
　
　
　
　

二
冊

皇
太
子
嘉
礼
都
監
儀
軌
丙
午　
　
　
　
　
　

二
冊

璿
源
譜
略
修
正
儀
軌
丙
午　
　
　
　
　
　
　

一
冊

尊
奉
都
監
儀
軌
丁
未　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

哲
宗
大
王
綸
綍

大
王
大
妃
趙
氏
綸
綍
二
冊

李
太
王
綸
綍

李
太
王
日
省
録
五
百
六
十
二
冊

闕
十　

四
冊

癸
亥　
　
　
　
　

一
冊

甲
子　
　
　
　

十
七
冊

乙
丑
五
月
閏　

十
四
冊

丙
寅　
　
　
　

十
八
冊

丁
卯　
　
　
　

十
四
冊

戊
辰
四
月
閏　

十
六
冊

己
巳　
　
　
　

十
二
冊

庚
午
十
月
閏　

十
三
冊

辛
未　
　
　
　

十
二
冊

壬
申　
　
　
　

十
三
冊

癸
酉
六
月
閏　

十
五
冊

甲
戌　
　
　
　

十
六
冊

乙
亥　
　
　
　

十
三
冊

丙
子
五
月
閏　

十
三
冊
五
月
閏

丁
丑　
　
　
　

十
二
冊

戊
寅　
　
　
　

十
四
冊

乙
卯
三
月
閏　

十
三
冊

庚
辰　
　
　
　

十
三
冊

辛
巳
七
月
閏　

十
三
冊

壬
午　
　
　
　

十
一
冊
正
月
八
月
閏

癸
未　
　
　
　

十
一
冊
正
月
閏

甲
申
五
月
閏　

十
三
冊

乙
酉　
　
　
　

十
二
冊

丙
戌　
　
　
　

十
一
冊
十
二
月
閏

丁
亥
四
月
閏　

十
三
冊

戊
子　
　
　
　

十
二
冊

己
丑　
　
　
　

十
二
冊

庚
寅
二
月
閏　

十
三
冊

辛
卯　
　
　
　

十
二
冊

壬
辰
六
月
閏　

十
三
冊

癸
巳　
　
　
　

十
一
冊
十
二
月
閏

甲
午　
　
　
　

十
二
冊

二
七
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乙
未
五
月
閏　

十
二
冊

丙
申　
　
　
　

十
二
冊

丁
酉　
　
　
　
　

九
冊

二
月
十
月

十
二
月
閏

戊
戌
三
月
閏　

十
二
冊
二
月
閏

己
亥　
　
　
　

十
二
冊

庚
子
八
月
閏　

十
二
冊
九
月
閏

辛
丑　
　
　
　

十
二
冊
二
月
閏

壬
寅　
　
　
　

十
二
冊

癸
卯
五
月
閏　

十
三
冊

甲
辰　
　
　
　

十
二
冊

乙
巳　
　
　
　

十
二
冊

丙
午
四
月
閏　

十
三
冊

丁
未　
　
　
　

十
一
冊

十
月

迄

賛
侍
日
記

昌
徳
宮
警
察
日
誌
徳
寿
宮
派
出
所
ノ
部

帝
室
債
務
ニ
関
ス
ル
記
録

中
和
殿
咸
寧
殿
新
建
明
細
書

陛
見
公
文

吏
文
承
文
院
文
書　
　
　

三
冊
第
一
冊
闕

同
文
考
略　
　
　
　
　

十
九
冊

通
文
館
志　
　
　
　
　
　

六
冊

文
隣
志　
　
　
　
　
　
　

三
冊

宮
闕
志　
　
　
　
　
　
　

五
冊

景
福
宮
営
建
日
記　
　
　

九
冊

増
補
文
献
備
考　
　

五
十
一
冊

高
麗
史　
　
　
　
　
　
　

三
冊

東
文
選

李
朝
宝
鑑
原
名
国
朝
宝
鑑

李
埈
公
編
纂
本
朝
紀
事
李
太
王
ノ
部
二
十
九
冊

李
載
完
撰
李
太
王
行
状

閔
泳
奎
撰
李
太
王
壙
志

厳
妃
履
歴

哲
宗
大
王
実
録
九
冊

世
界
万
国
年
契
学
部
編
輯
局
撰

甲
午
軍
政
実
記
十
冊

明
治
外
交
要
録

日
露
戦
記

三
正
綜
覧
二
冊

嘉
永
五
年
壬
子
以
後
ノ
歴
本

千
歳
暦

二
八
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補
千
歳
歴

昌
徳
宮
全
図

慶
福
宮
宮
殿
配
置
図

宮
中
粛
清
ノ
警
衛
配
置
図

金
谷
墓
壙
内
設
計
図

元
洪
陵
内
設
計
図

大
東
紀
年
巻
五

大
正
八
年
十
一
月
二

近
代
朝
鮮
資
料

十
日
陸
軍
省
印
刷

国
朝
縉
紳
二
冊

二
九

つ
ぎ
に
目
次
で
あ
る
が
、
左
の
如
し
。

目
次

第
一
章　
　

総
説

第
一
節　
　

編
修
例
言

第
二
節　
　

世
系

第
三
節　
　

事
蹟
大
綱

第
一
款　
　

癸
亥
ノ
入
宮
即
位
垂
簾
聴
政

第
二
款　
　

丙
寅
ノ
撤
簾
庶
政
親
総

第
三
款　
　

甲
午
六
月
ノ
大
院
君
裁
決

第
四
款　
　

甲
午
十
一
月
ノ
新
式
稟
裁

第
五
款　
　

乙
未
八
月
ノ
事
変
丙
申
二
月
ノ
播
遷

第
六
款　
　

丁
酉
ノ
還
宮
即
皇
帝
位

第
七
款　
　

己
亥
ノ
法
規
校
正

第
八
款　
　

丁
未
ノ
遯
位

第
九
款　
　

李
太
王
ノ
晩
年

第
二
章　
　

誕
生
冠
礼

第
三
章　
　

教
育
講
対

第
四
章　
　

子
女
妃
嬪

第
一
節　
　

子
女

第
二
節　
　

王
后
閔
妃
事
蹟

第
三
節　
　

内
人
巌
氏
事
蹟

第
五
章　
　

身
位

第
一
節　
　

称
号
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第
二
節　
　

徽
号

第
六
章　
　

叙
勲
優
遇

第
七
章　
　

殿
邸
営
建
移
御

第
八
章　
　

外
国
交
際

第
一
節　
　

事
大
交
隣

第
二
節　
　

斥
邪
洋
擾

第
三
節　
　

修
好
締
約

第
四
節　
　

乙
巳
協
約

第
五
節　
　

陛
見
召
接

附
録　
　
　

日
本
公
使
補
任
録

第
九
章　
　

国
内
政
治

第
一
節　
　

典
礼
故
実

第
二
節　
　

民
擾
刑
獄

第
三
節　
　

制
作
纂
輯

第
十
章　
　

祭
祀

第
十
一
章　

尊
崇
封
爵

第
十
二
章　

進
宴
入
耆
社

第
十
三
章　

影
幀
系
譜
日
記
宝
印
ノ
改
修

第
十
四
章　

喪
祭

　

第
一
節　
　

哲
宗
喪
祭
諸
儀

　

第
二
節　
　

翼
宗
陵
上
莎
草
改
修

　

第
三
節　
　

元
子
阿
只
氏
蔵
胎
儀

　

第
四
節　
　

妃
嬪
喪
祭
諸
儀

第
十
五
章　

文
芸

第
十
六
章　

服
喪
薨
去

第
十
七
章　

雑
載

　

第
一
節　
　

国
恤
中
ノ
親
行
事
目

　

第
二
節　
　

国
恤
後
ノ
親
行
事
目

　

第
三
節　
　

乙
未
事
目

　

第
四
節　
　

乙
未
八
月
後
丙
申
播
遷
前
ノ
事
目

　

第
五
節　
　

播
遷
中
ノ
丙
申
事
目

附
図
第
一　
　

景
福
宮
ノ
殿
閣
配
置
図

附
図
第
二　
　

宮
中
粛
清
ノ
警
衛
配
置
図

附
図
第
三　
　

金
谷
墓
ノ
壙
内
設
計
図

附
図
第
四  　

元
洪
陵
ノ
壙
内
設
計
図

附
録李

太
王
譜
略

三
〇
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「
李
熹
公
実
録
」（
三
冊
。
資
料
六
冊
）
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
巻
首
の
「
第
一
章　

総
説　

第
一
節　

例
言
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書

き
記
さ
れ
て
い
る
。

一　

毎
章
節
紀
事
ニ
編
年
体
ヲ
寓
シ
以
テ
本
末
ヲ
見
メ
ス
。

大
略
紀
事
ノ
首
ニ
公
ノ
年
齢
ヲ
著
シ
テ
経
ト
為
シ
各
箇
ノ
紀
事
ヲ
緯
ト
ス
。
其
ノ
年
齢
ハ
概
年
法
依
リ
テ
満
年
法
ニ
依
ラ
ス
其
ノ

事
実
ノ
同
月
又
ハ
同
日
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
圏
ヲ
加
ヘ
テ
之
ヲ
先
後
シ
、
先
後
不
明
ナ
ル
モ
ノ
ハ
月
日
ヲ
重
記
ス
。
紀
事
ノ
重
出
ニ
係

ル
モ
ノ
ハ
其
ノ
重
出
タ
ル
コ
ト
ヲ
註
ス
。

一　

紀
年
ハ
干
支
ヲ
以
テ
一
貫
シ
他
ノ
紀
年
法
ヲ
参
用
ス
。
周
甲
後
モ
亦
タ
同
シ
。

本
書
ノ
資
料
ニ
用
ヰ
タ
ル
文
書
ニ
ハ
干
支
紀
年
ノ
モ
ノ
ア
リ
。
公
ノ
従
官
録
ノ
如
キ
是
ナ
リ
。
日
本
紀
年
ノ
モ
ノ
ア
リ
。
我
一
切

ノ
官
公
文
書
是
ナ
リ
。
而
シ
テ
併
合
以
前
ノ
朝
鮮
ニ
ハ
各
種
ノ
紀
年
法
並
ヒ
行
レ
テ
其
ノ
改
廃
モ
一
ナ
ラ
ス
。
李
氏
朝
鮮
ノ
開
国

紀
年
ハ
明
治
九
年
丙
子
ノ
江
華
条
約
ニ
始
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
民
籍
ノ
懸
録
ニ
ハ
其
ノ
以
前
ノ
事
実
ニ
遡
リ
テ
之
ヲ
行
用
シ
建

陽
建
元
以
後
ニ
ハ
之
ヲ
行
用
セ
サ
ル
ナ
リ
。
建
陽
紀
年
ハ
明
治
二
十
八
年
乙
未
ニ
一
世
一
元
ノ
制
ヲ
定
メ
翌
年
ヲ
以
テ
建
陽
元
年

ト
為
シ
タ
ル
ニ
始
マ
ル
モ
、
開
国
五
百
六
年
丁
酉
八
月
十
二
日
詔
ヲ
以
テ
之
ヲ
繳
消
シ
光
武
ト
建
元
シ
タ
リ
。
光
武
紀
年
ハ
光
武

十
一
年
丁
未
七
月
十
九
日
李
王
ノ
受
禅
ニ
至
リ
テ
止
ミ
、
同
年
八
月
三
日
ヨ
リ
隆
熈
ノ
改
元
ヲ
行
用
シ
タ
リ
。
而
シ
テ
隆
熈
紀
年

ハ
其
ノ
四
年
庚
戌
八
月
二
十
九
日
併
合
ニ
至
リ
テ
止
メ
リ
。
此
ノ
他
開
国
ノ
初
ヨ
リ
明
清
ノ
年
号
ヲ
行
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、

明
治
二
十
七
年
甲
午
六
月
二
十
二
日
以
後
ハ
清
朝
ノ
年
号
ヲ
用
ヰ
ス
。
又
明
ノ
亡
滅
後
ニ
於
テ
故
サ
ラ
ニ
崇
禎
紀
年
ヲ
用
ヰ
タ
ル

モ
ノ
ア
リ
。
哲
宗
王
陵
ノ
表
石
陰
記
ニ
崇
禎
紀
元
後
二
百
四
年
辛
卯
六
月
十
七
日
誕
生
ト
書
セ
ル
如
キ
ハ
其
ノ
一
例
ナ
リ
。
又
在

位
国
王
ノ
即
祚
紀
年
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
即
祚
ノ
翌
年
ヲ
以
テ
元
年
ト
為
ス
ヲ
例
ト
ス
。
近
代
ノ
憲
宗
哲
宗
ヨ
リ
李
太
王
ニ

至
ル
マ
テ
皆
是
ナ
リ
。
而
シ
テ
建
元
以
後
ハ
之
ヲ
用
ヰ
ス
。
今
本
書
紀
年
ニ
参
用
註
記
ス
ル
ニ
当
リ
、
其
ノ
開
国
紀
年
ハ
遡
及
シ

テ
江
華
条
約
ノ
先
後
ヲ
論
セ
ス
。
降
テ
建
陽
建
元
ノ
前
年
ニ
止
メ
タ
リ
。
建
陽
二
年
ハ
略
シ
テ
之
ヲ
光
武
元
年
ト
シ
、
光
武
十
一

三
一
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年
ハ
略
シ
テ
之
ヲ
隆
熈
元
年
ト
セ
リ
。
而
シ
テ
李
氏
朝
鮮
ノ
号
タ
ル
ヤ
朝
鮮
ヲ
以
テ
地
域
ノ
名
称
ト
為
シ
タ
ル
ニ
ハ
非
ス
シ
テ
、

李
氏
有
国
ノ
国
号
ト
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
其
ノ
紀
年
ヲ
称
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
朝
鮮
開
国
某
年
又
ハ
李
氏
開
国
某
年
ト
シ
、
建

陽
元
年
ニ
モ
李
氏
又
ハ
朝
鮮
ヲ
加
書
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ト
雖
モ
、
今
ハ
略
シ
テ
開
国
某
年
又
ハ
建
陽
某
年
ト
シ
、
又
其
ノ
天
下
号

ヲ
有
セ
ル
時
代
ニ
ハ
大
韓
光
武
某
年
、
又
ハ
大
韓
隆
熈
某
年
ト
書
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
略
シ
テ
光
武
某
年
又
ハ
隆
熈
某
年
ト
書

シ
タ
リ
。
而
シ
テ
即
祚
紀
年
ハ
隆
熈
改
元
以
後
ハ
重
複
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
略
シ
外
国
紀
年
ハ
全
ク
之
ヲ
省
略
シ
タ
リ
。

一　

併
合
以
前
ノ
暦
日
ハ
明
治
二
十
八
九
年
ノ
交
ヲ
以
テ
分
界
ト
シ
、
前
ハ
千
歳
歴
ニ
依
リ
後
ハ
太
陽
暦
ニ
依
ル
。

近
代
朝
鮮
ノ
暦
法
ハ
明
ノ
大
統
暦
清
ノ
時
、
憲
書
ヲ
用
ヰ
太
陰
暦
ノ
法
ナ
リ
シ
カ
、
明
治
二
十
九
年
丙
申
一
月
一
日
以
後
太
陽
暦

ノ
法
ヲ
並
用
シ
、
明
治
三
十
年
丁
酉
八
月
十
三
日
ニ
至
リ
其
ノ
暦
書
ヲ
明
時
暦
ト
名
ツ
ケ
タ
リ
。
而
シ
テ
我
邦
ハ
明
治
五
年
壬
申

十
一
月

開
国
四
百
八
十
一
年

李
太
王
九
年　
　
　

太
陽
暦
ヲ
採
用
シ
、
其
ノ
十
二
月
三
日
ヲ
以
テ
明
年
一
月
一
日
ト
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
其
ノ
間
彼
我
ノ
暦

法
ニ
異
同
ア
ル
ハ
勿
論
彼
ノ
行
用
シ
タ
ル
太
陰
暦
ノ
法
モ
亦
タ
我
ト
其
ノ
暦
日
ヲ
同
シ
ウ
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
今
千
歳
暦
ニ
依
リ

最
近
李
熹
公
ノ
生
弘
化
二
年
乙
巳
以
後
ニ
於
ケ
ル
彼
我
ノ
異
同
ヲ
対
照
ス
ル
ニ
、
弘
化
三
年
丙
午
七
月
大
八
月
小
ハ
彼
ニ
在
テ
ハ

七
月
小
八
月
大
ナ
リ
。（
中
略
）
而
シ
テ
明
治
二
十
九
年

建
陽

元
年

丙
申
一
月
一
日
以
後
ハ
彼
我
ノ
陽
暦
ニ
異
同
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
陽
暦

ノ
暦
日
ニ
依
レ
リ
。
而
シ
テ
李
熹
公
ノ
従
官
録
ノ
日
子
ノ
記
載
ハ
併
合
後
ニ
至
ル
マ
テ
尚
ホ
千
歳
歴
ニ
依
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、

之
ヲ
鈔
載
ス
ル
ニ
当
リ
三
正
綜
覧
ニ
依
リ
二
暦
ノ
対
当
日
子
ヲ
求
メ
、
且
ツ
其
ノ
旧
ヲ
註
記
セ
リ
。
故
ニ
陽
暦
日
子
ノ
下
ニ
陰
某

日
ト
註
セ
ル
ハ
皆
千
歳
暦
ノ
推
歩
ニ
従
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一　

併
合
以
前
ノ
王
公
ノ
称
呼
ハ
時
用
ノ
称
ニ
依
ル
。

李
太
王
即
祚
以
前
ノ
在
位
ノ
国
王
並
ニ
追
尊
ニ
依
リ
王
号
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
記
ス
ル
ニ
ハ
、最
後
ノ
追
上
ニ
係
ル
廟
号
ヲ
以
テ
シ
、

廟
号
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
封
君
号
ヲ
以
テ
ス
。
書
事
ノ
煩
ヲ
避
ク
ル
ナ
リ
。
併
合
前
ニ
死
亡
シ
タ
ル
妃
嬪
宗
親
等
ハ
徽
号
封
号

諡
号
又
ハ
賜
諡
改
諡
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
、
生
時
ノ
最
終
称
号
又
ハ
略
称
ニ
依
ル
。
亦
タ
煩
ヲ
避
ク
ル
ナ
リ
。

一　

朝
鮮
ノ
職
官
地
名
ハ
並
ニ
事
物
ノ
名
称
ハ
必
ス
シ
モ
正
称
セ
ス
。

三
二



朝
鮮
王
公
族
実
録
（
記
）
の
編
修
（
纂
）
に
つ
い
て

121

朝
鮮
ノ
官
職
地
名
ハ
別
号
略
称
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
ノ
尠
カ
ラ
ス
。
度
支
ハ
戸
曹
ノ
別
号
ナ
リ
。
玉
堂
ハ
弘
文
館
ナ
リ
。
翰
苑
ハ
芸
文

館
ナ
リ
。
亜
銓
ハ
吏
曹
参
判
ノ
略
称
ナ
リ
。
判
敦
ハ
判
敦
寧
府
事
ノ
略
称
ナ
リ
。
閣
臣
ノ
閣
ハ
奎
章
閣
ヲ
称
シ
、
奎
章
内
閣
ヲ
単

ニ
内
閣
ト
称
シ
、
後
之
ヲ
改
メ
タ
リ
。
錦
営
ノ
錦
ハ
忠
清
道
ヲ
称
ス
。
華
城
ハ
水
原
府
ナ
リ
。
松
都
ハ
開
城
府
ナ
リ
。
其
ノ
他
慣

用
ニ
係
ル
別
号
略
称
ハ
枚
挙
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
今
一
々
ニ
之
ヲ
正
称
セ
ス
。
又
必
ス
シ
モ
注
記
セ
ス
。
事
物
ノ
名
称
モ
亦
此
ノ
例
ニ

依
ル
。
会
圏
落
点
ハ
会
同
シ
テ
選
挙
ス
ル
ノ
謂
ナ
リ
。
柑
製
登
科
ハ
黄
柑
製
ノ
科
ニ
登
ル
ノ
謂
ナ
ル
ノ
類
ノ
如
シ
。
皆
煩
ヲ
避
ク

ル
ナ
リ
。

一　

別
冊
附
録
ノ
徴
証
資
料
ハ
本
書
章
節
ノ
順
序
ニ
従
ヒ
別
ニ
目
次
ヲ
附
ス
。

本
書
ニ
ハ
各
章
節
ノ
下
ニ
資
料
番
号
ヲ
表
示
シ
、
以
テ
別
冊
附
録
ト
対
照
ス
ル
ニ
便
ス
。

一　

本
書
ノ
用
字
法
ハ
多
ク
仮
名
ヲ
添
加
シ
テ
看
読
ニ
便
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
。

本
書
ノ
資
料
ハ
漢
文
多
キ
ニ
居
ル
。
之
ヲ
駆
使
シ
テ
文
ヲ
成
ス
ニ
当
リ
、
仮
名
ヲ
添
加
ス
ル
ニ
吝
ナ
ル
能
ハ
ス
。
而
ノ
字
ニ
シ
テ

ヲ
添
加
シ
及
ニ
ヒ
ヲ
添
加
ス
ル
ノ
類
是
ナ
リ
。
又
朝
鮮
旧
時
ノ
俗
用
語
タ
ル
自
内
摘
奸
麿
練
為
之
ノ
類
ハ
仮
名
ヲ
添
加
シ
テ
文
ヲ

為
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
又
出
生
薨
去
差
下
解
官
訪
問
列
席
ノ
類
ハ
添
加
ヲ
省
略
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
皆
看
読
ニ
便
ス
ル
ナ
リ
。
吏

文
諺
文
ハ
資
料
ニ
引
照
セ
ル
外
本
書
ニ
採
用
セ
ス
。

つ
ぎ
に
引
用
書
目
を
左
に
記
す
。

三
三

引
用
書
目

王
公
族
牒
籍
当
主
李
熹
公
ノ
部

王
公
履
歴
書
李
熹
公
ノ
部

王
公
家
系
譜
李
熹
公
家
ノ
部

李
熹
公
譜
略

叡
源
系
譜
紀
略
第
七
冊

同　
　
　
　
　

第
一
冊

隆
熈
二
年
戊
申

重
校
補
刊
本

李
熹
公
辞
令
書
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第
一
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〇
輯

李
熹
公
従
官
録
三
冊

李
埈
公
従
官
録
一
冊

警
衛
日
記
十
三
冊

明
治
四
十
四
年
一
月
以
降

大
正
六
年
十
二
月
迄　

王
公
族
録

韓
国
特
派
大
使
完
興
君
参
内
書
類

韓
国
大
院
君
殿
下
薨
去
書
類

宮
内
省
省
報
全
部

官
報

韓
国
官
報
全
部

李
太
王
日
省
録

癸
亥
甲
子
乙
丑
条
及

甲
午
乙
未
丙
申
条

李
太
王
輪
綍
癸
亥
甲
子
条

大
王
大
妃
趙
氏
輪
綍
癸
亥
甲
子
条

爛
抄

李
熹
公
事
歴

原
本
及

翻
訳
本

又
石
詩
稿

増
補
文
献
備
考

通
文
館
志

宮
闕
志

柳
得
恭
撰
京
都
雑
志

金
邁
淳
撰
冽
陽
歳
時
記

洪
錫
謨
編
東
国
歳
時
記

雲
峴
宮
田
沓
調
査
成
冊

三
正
綜
覧

弘
化
以
後
ノ
暦
本

千
歳
暦

つ
ぎ
に
目
次
を
左
に
記
す
。

目
次

第
一
章　
　

総
説

第
一
節　
　

例
言

第
二
節　
　

世
系

第
三
節　
　

事
蹟
ノ
大
綱

第
二
章　
　

誕
生

第
三
章　
　

冠
礼
婚
礼
及
公
妃
ノ
事
蹟

第
四
章　
　

子
女

三
四
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三
五

第
五
章　
　

身
位
待
遇

第
六
章　
　

叙
勲

第
七
章　
　

科
挙
官
職

（
第
一
節
～
第
三
節
＝
「
初
年
事
目
ノ
一
～
三
」、

第
四
節
～
第
五
節
＝
「
中
年
事
目
ノ
一
～
二
」）

第
八
章　
　

使
命

第
一
節　
　

初
度
保
定
府
行

第
二
節　
　

再
度
保
定
府
行

第
三
節　
　

三
度
保
定
府
行

第
四
節　
　

日
本
報
聘
大
使
行

第
九
章　
　

殿
邸
財
産

第
一
節　
　

総
記

第
二
節　
　

雲
峴
宮
収
租
記

第
三
節　
　

本
邸
別
邸

第
十
章　
　

喪
祭
家
廟

第
一
節　
　

総
記

第
二
節　
　

時
祭
展
墓

第
十
一
章　
　

交
際

第
一
節　
　

明
治
四
十
四
年
事
目

第
二
節　
　

大
正
元
年
事
目

第
十
二
章　
　

文
芸

第
一
節　
　

又
石
詩
稿

第
二
節　
　

文
録

第
十
三
章　
　

薨
去

第
十
四
章　
　

雑
載

「
李
埈
公
実
録
」（
二
冊
。
資
料
五
冊
）
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
巻
首
に
あ
る
引
用
書
目
を
左
に
記
す
。
な
お
、
例
言
に
相
当
す
る
も

の
は
な
い
。引

用
書
目

王
公
家
系
譜
李
埈
公
部

王
公
族
牒
籍
当
主
李
埈
公
部

王
公
履
歴
書
李
埈
公
部

李
埈
公
譜
略

王
公
族
録
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第
一
〇
〇
輯

宮
内
省〔

省
欠
〕報

官
報

韓
国
官
報

李
埈
公
辞
令
書

李
埈
公
事
歴

李
埈
公
詩

李
埈
公
従
宦
録
一
冊

別
本
李
埈
公
従
官
録
一
冊

李
熹
公
従
官
録
三
冊

警
衛
日
記
李
埈
公
部
十
三
冊

李
埈
公
家
現
存
書
籍
目
録
一
冊

李
鍝
公
家
現
存
書
籍
目
録
一
冊

李
太
王
日
省
録

統
監
府
外
事
記
録

大
院
君
ノ
近
状

李
埈
鎔
関
係
記
録
一
冊

乙
未
亡
命
者
関
係
記
録
一
冊

李
埈
鎔
帰
韓
記
録
一
冊

爛
抄

増
補
文
献
備
考

つ
ぎ
に
目
次
を
左
に
記
す
。

目
次

第
一
章　
　

総
説

第
二
章　
　

誕
生

第
三
章　
　

冠
婚
子
女
及
ヒ
公
妃
ノ
事
蹟

第
四
章　
　

身
位
礼
遇

第
五
章　
　

叙
勲

第
六
章　
　

科
挙
官
職

第
七
章　
　

留
学
旅
行

第
八
章　
　

邸
宅
財
産

第
九
章　
　

家
廟
祭
祀

第
十
章　
　

交
際

第
十
一
章　

文
芸

第
一
節　
　

詩
稿

第
二
節　
　

文
録

三
六
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な
お
、「
李
埈
公
実
録
」
二
の
最
後
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

大
正
八
年
六
月
二
日
始
撰

大
正
十
二
年
十
一
月
三
十
日
畢
撰

編
修
員

王
族
及
公
族
実
録
編
修
担
任
図
書
寮
御
用
掛
従
四
位
勲
四
等
法
学
博
士
浅
見
倫
太
郎

こ
れ
は
、「
李
太
王
実
録
」、「
李
熹
公
実
録
」、「
李
埈
公
実
録
」
全
体
を
う
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三　

宮
内
省
李
王
職
に
よ
る
編
纂
と
刊
行

こ
こ
で
は
宮
内
省
李
王
職
に
よ
る
「
李
太
王
実
録
」（「
高
宗
実
録
」）
及
び
「
李
王
実
録
」（「
純
宗
実
録
」）
の
編
纂
と
、「
李
太
王
実
記
」、

「
李
王
実
記
」、「
李
熹
公
実
記　

李
埈
公
実
記
」
の
編
纂
と
刊
行
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
李
太
王
実
記
」
と
「
李
王
実
記
」
で
あ
る
が
、
そ
の
編
纂
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
を
見
出
し
て
い
な
い
の
で
詳
し
く
述

べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
右
の
「
李
太
王
実
記
」・「
李
王
実
記
」・「
李
熹
公
実
記　

李
埈
公
実
記
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
に
あ
る
共
通

の
「
本
書
刊
行
趣
旨
概
要
」（「
概
要
」
と
も
記
す
）
が
少
し
ば
か
り
事
情
を
伝
え
て
い
る
の
で
左
に
掲
げ
て
み
る
。
な
お
、
＊
印
を
付
し

三
七

第
三
節　
　

蔵
書

第
十
二
章　

薨
去

第
十
三
章　

雑
載



126

大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
一
〇
〇
輯

た
人
物
は
、「
高
宗
実
録
」
及
び
「
純
宗
実
録
」
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

本
書
刊
行
趣
旨
概
要

当
職
曩
に
先
例
に
則
り
、
故
李
太
王
・
故
李
王
両
殿
下
の
実
録
及
宝
鑑
編
纂
を
了
す
る
や
、
更
に

両
殿
下
及
び
李
熹
公
・
李
埈
公
両
殿
下
御
一
身
上
の
御
閲
歴
を
纂
修
し
、
実
録
宝
鑑
と
相
待
つ
て
完
璧
を
期
す
べ
く
計
画
中
の
所
、

恰
も
宮
内
省
図
書
頭
よ
り
同
様
の
件
に
つ
き
て
の
照
会
に
接
す
る
あ
り
。
成
る
べ
く
急
速
に
該
事
業
を
成
就
す
る
必
要
を
感
じ
、
因

つ
て
従
来
実
録
及
び
宝
鑑
の
編
纂
に
関
係
せ
し
人
々
に
引
続
き
同
事
業
を
委
嘱
す
る
こ
と
ゝ
し
、
昭
和
十
四
年
度
よ
り
着
手
し
予
定

の
通
り
同
十
六
年
度
を
以
て
完
了
し
、
印
刷
に
附
す
る
こ
と
ゝ
な
せ
り
。
本
書
編
纂
並
に
資
料
蒐
輯
に
従
事
せ
し
人
名
、
左
の
如
し
。

編
纂
主
任　

元
京
城
帝
国
大
学
教
授

李
王
職
嘱
託　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
三
位
勲
三
位
文
学
士　
　

小　

田　

省　

吾
＊

編
纂
分
担　

李
王
職
嘱
託　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士　
　

山　

口　

正　

之

編
纂
分
担　

李
王
職
属　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
士　
　

牧　

野　

弘　

一

編
纂
分
担　

元
朝
鮮
総
督
府
理
事
官　
　
　
　
　
　
　
　

正
八
位
勲
八
等　
　

江　

原　

善　

槌
＊

編
纂
分
担　

元
李
王
職
属　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
七
位
勲
八
等　
　

崔

奎

煥
＊

編
纂
調
査　

元
朝
鮮
総
督
府
郡
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
七
位　
　

洪

鍾

瀚
＊

資
料
調
査　

元
宮
内
府
奉
常
司
提
調　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趙

経

九
＊

資
料
調
査　

元
宮
内
府
秘
書
院
丞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李

秉

韶
＊

資
料
調
査　

元
明
倫
専
門
学
院
講
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　
　
　
　

鍵

昭
和
十
七
年
九
月

李　
　
　

王　
　
　

職

三
八
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右
の
概
要
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

①
李
王
職

（
８
）

で
は
先
例
に
則
り
、
故
李
太
王
・
故
李
王
両
殿
下
の
実
録
及
び
宝
鑑
の
編
纂
を
行
い
、
そ
れ
を
終
了
し
た
。

②
そ
の
後
、
両
殿
下
及
び
李
熹
公
・
李
埈
公
両
殿
下
の
御
一
身
上
の
御
閲
歴
を
纂
修
し
、
実
録
・
宝
鑑
と
相
待
つ
て
完
璧
を
期
す
べ
く

計
画
中
の
と
こ
ろ
、
宮
内
省
図
書
頭
か
ら
同
様
の
件
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
の
で
、
な
る
べ
く
急
速
に
該
事
業
を
成
就
す
る
必
要

を
感
じ
た
。

③
そ
こ
で
従
来
実
録
及
び
宝
鑑
の
編
纂
に
関
係
し
た
人
々
に
引
き
続
き
同
事
業
を
委
嘱
し
、
昭
和
一
四
年
度
よ
り
着
手
し
、
予
定
の
通

り
同
一
六
年
度
に
完
了
し
、
印
刷
に
付
し
た
。

な
お
、「
概
要
」
中
の
李
王
職
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
「
故
李
太
王
・
故
李
王
両
殿
下
の
実
録
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
朝
鮮
王
朝
実
録
」

中
の
「
高
宗
実
録
」
及
び
「
純
宗
実
録
」
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
「
本
書
刊
行
趣
旨
概
要
」
だ
け
で
は
少
し
情
報
が
少
な
い
の
で

別
の
資
料
か
ら
そ
の
編
纂
経
緯
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、
篠
田
治
策
「
李
太
王
実
録
の
編
纂
」（『
青
丘
学
叢
』
第
一
号
・
昭
和
五
年
八
月
一
五
日
発
行
）

李
朝
歴
代
の
実
録
は
国
王
薨
去
後
に
編
纂
さ
れ
、
李
朝
実
録
と
し
て
歴
代
の
記
録
が
完
備
さ
れ
、
李
朝
歴
史
の
研
究
上
最
も
重
要

な
る
資
料
と
し
て
存
在
せ
る
こ
と
は
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
正
八
年
李
太
王
薨
去
の
後
、
李
王
職
に
て
は
李
太
王
在
世
中
の

事
績
に
関
し
、
実
録
編
纂
に
必
要
な
る
資
料
の
蒐
集
に
従
事
し
た
が
、
大
体
に
於
て
資
料
も
整
ひ
た
る
を
以
て
、
本
年
度
よ
り
実
録

の
編
纂
に
著
手
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

実
録
の
編
纂
は
、
支
那
朝
鮮
等
に
あ
つ
て
甚
だ
重
ん
ぜ
ら
れ
た
る
所
に
し
て
、
古
来
そ
の
編
纂
に
方
り
て
は
特
に
官
制
を
設
け
、

総
裁
官
以
下
、
修
撰
官
・
編
修
官
・
記
注
官
・
記
事
官
等
の
職
員
を
任
命
し
、
上
級
者
に
は
大
臣
以
上
の
職
権
を
も
与
え
て
之
を
優

三
九
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遇
し
、
権
勢
に
屈
す
る
こ
と
無
く
、
厳
正
に
史
実
を
直
筆
せ
し
め
た
と
謂
は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
李
王
職
に
て
は
委
員
組
織
と
し
、
左
の
如
く
委
員
を
任
命
及
び
嘱
託
し
た

（
９
）

。

実
録
編
纂
委
員
長　

李
王
職
次
官
法
学
博
士　

篠
田
治
策

実
録
編
纂
委
員　

京
城
帝
国
大
学
教
授　

小
田
省
吾

同　
　
　
　
　
　
　

李
王
職
事
務
官　

男
爵　

李

恒

九

同　
　
　
　
　
　
　

経
学
院
大
提
学　

鄭

万

朝    

同　
　
　
　
　
　
　

中

枢

院

参

議　

徐

相

勛    

同　
　
　
　
　
　
　

李
王
職
事
務
官　

末
松
熊
彦    

同　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

朴

冑

彬    

同　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
明
道   

同　
　
　
　
　
　
　

元
奉
常
司
提
調　

李

明

翔   

同　
　
　
　
　
　
　

元
中
枢
院
参
議　

南

奎

煕   

同　
　
　
　
　
　
　

元
平
理
院
判
事　

趙

経

九   

同　
　
　
　
　
　
　

元
朝
鮮
総
督
府
郡
守　

洪

鍾

瀚

同　
　
　
　
　
　
　

元
朝
鮮
総
督
府
郡
守　

権

純

九

同　
　
　
　
　
　
　

元
安
辺
郡
群
守　

徐

晩

淳

同　
　
　
　
　
　
　

元
李
王
職
典
祀　

李

源

昇

同　
　
　
　
　
　
　

大
陸
通
信
社
長　

菊
池
謙
譲

同　
　
　
　
　
　
　

中

枢

院

嘱

託　

金

明

秀

同　
　
　
　
　
　
　

中

枢

院

参

議　

朴

勝

鳳

四
〇
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以
上
の
委
員
を
監
修
・
編
輯
・
史
料
蒐
集
・
庶
務
・
会
計
の
五
委
員
に
分
ち
、
編
輯
委
員
は
更
に
之
を
三
斑
に
分
ち
、
各
委
員
に

別
に
補
助
委
員
及
び
書
記
数
名
づ
つ
を
配
属
し
て
事
業
を
分
担
せ
し
め
て
居
る
。

此
等
の
委
員
は
李
太
王
実
録
編
纂
の
外
に
、
先
王
殿
下
の
実
録
も
併
せ
て
編
纂
す
る
筈
で
あ
る
が
、
全
部
五
箇
年
を
以
て
完
成
せ

し
む
る
予
定
で
あ
る
、
此
等
の
実
録
完
成
の
上
は
、
李
朝
五
百
余
年
間
歴
代
の
実
録
は
総
て
完
備
し
、
名
実
共
に
李
朝
実
録
と
し
て

異
彩
を
放
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。（
篠
田
）

二
、
小
田
省
吾
「
李
王
職
の
実
録
編
纂
事
業
に
就
て
」（『
青
丘
学
叢
』
第
一
三
号
・
昭
和
八
年
八
月
一
五
日
発
行
）。
な
お
、
こ
の
段

階
で
は
編
纂
委
員
長
は
、
李
王
職
長
官
と
な
っ
て
い
る
。

李
王
職
の
実
録
編
纂
事
業
に
就
て　
　

小
田
省
吾
氏

現
存
李
朝
実
録
は
、
太
祖
よ
り
哲
宗
に
至
る
ま
で
、
二
十
五
代
四
百
七
十
二
年
間
の
編
年
記
録
で
あ
る
。
該
事
業
は
即
ち
之
に
続

い
で
高
宗
（
李
太
王
）
及
び
純
宗
（
前
李
王
）
二
代
の
実
録
を
完
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。（
一
）
期
間
は
昭
和
五
年
四
月
よ

り
同
十
年
三
月
に
至
る
ま
で
五
年
間
で
、（
二
）
組
織
は
李
王
職
長
官
を
以
て
委
員
長
、
同
次
官
を
副
委
員
長
と
し
、
其
の
外
委
員

十
三
名
と
補
助
員
、
書
記
が
あ
つ
て
実
務
に
従
事
し
て
居
る
。（
三
）
史
料
は
従
来
歴
代
実
録
の
編
纂
せ
ら
れ
た
と
同
様
に
、
承
政

院
日
記
、
日
省
録
等
を
主
と
し
、
各
官
庁
の
謄
録
、
日
記
、
竝
に
儀
軌
其
の
他
の
記
録
は
勿
論
、
重
要
な
る
文
書
、
編
纂
物
等
も
亦

之
を
参
考
と
し
、
内
地
又
は
支
那
の
諸
書
中
に
見
ゆ
る
此
の
時
代
の
確
か
な
る
朝
鮮
史
料
は
、
採
つ
て
之
を
録
載
し
、
又
参
考
と
し

て
居
る
。
又
事
件
に
よ
っ
て
は
西
洋
人
の
著
者
を
も
参
考
と
し
て
居
る
。（
四
）
体
裁
は
大
体
哲
宗
実
録
を
標
準
と
し
て
之
に
倣
つ

て
居
る
が
、
記
事
は
確
か
に
同
実
録
よ
り
も
詳
密
で
あ
つ
て
、
従
来
実
録
の
見
悪
き
点
も
、
多
少
改
良
さ
れ
て
あ
る
。（
五
）
本
書

の
原
稿
は
成
案
と
し
て
完
成
す
る
に
従
つ
て
順
次
之
を
浄
書
し
て
正
本
と
な
し
つ
ゝ
あ
る
。
以
上
の
如
く
で
、
今
や
該
事
業
も
着
々

進
行
中
で
あ
る
か
ら
数
年
を
出
で
ず
し
て
之
が
完
成
を
見
る
べ
く
、
其
の
暁
に
は
大
に
学
界
を
裨
益
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て

四
一
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居
る
。（
小
田
氏
手
記
）

三
、「
国
朝
宝
鑑
の
編
纂
に
就
て
」（
著
者
名
な
し
。『
青
丘
学
叢
』
第
二
五
号
・
昭
和
一
一
年
八
月
一
五
日
発
刊
）

国
朝
宝
鑑
の
編
纂
に
就
て

曩
に
李
王
家
に
於
て
高
宗
・
純
宗
両
朝
の
実
録
編
纂
を
終
了
し
た
が
、
今
回
更
に
両
朝
の
宝
鑑
纂
輯
を
企
画
さ
れ
、
本
年
度
よ
り

向
ふ
三
箇
年
を
期
し
て
本
事
業
を
完
成
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。

抑
々
宝
鑑
の
実
録
と
異
る
点
は
既
刊
国
朝
宝
鑑
総
序
に
依
る
と
、
実
録
は
一
切
の
事
項
を
網
羅
し
、
巨
細
得
失
と
な
く
悉
く
之
を

記
載
す
る
も
、
宝
鑑
は
其
訓
謨
功
烈
の
著
大
な
る
も
の
を
特
書
昭
掲
し
、
後
王
の
監
法
と
為
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
実
録
は
秘

し
て
之
を
示
さ
ず
、
深
く
名
山
に
蔵
し
て
天
下
万
世
を
俟
つ
て
之
を
永
遠
に
期
し
、
宝
鑑
は
之
を
彰
し
て
今
時
に
切
な
ら
し
む
る
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
あ
る
。
然
る
に
今
や
時
世
一
変
し
、
前
王
嗣
王
の
関
係
は
全
く
必
要
な
く
な
り
し
も
、
宝
鑑
を
編
纂
し
て
之
を

宗
廟
に
奉
安
す
る
こ
と
は
古
来
李
王
家
の
儀
例
と
し
て
最
も
重
き
を
な
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
之
が
即
ち
従
来
既
刊
の
二
十
四
朝
宝

鑑
に
続
い
て
高
宗
・
純
宗
両
朝
宝
鑑
の
纂
輯
の
企
画
せ
ら
れ
た
主
な
る
理
由
で
あ
る
。

今
回
纂
輯
の
宝
鑑
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
両
朝
に
於
け
る
重
要
な
る
出
来
事
並
に
嘉
言
善
行
を
網
羅
す
る
の
で
あ
つ
て
、
之
が
編

叙
の
体
裁
は
一
に
既
刊
の
宝
鑑
に
則
り
、
従
つ
て
之
が
編
輯
の
規
模
も
前
回
実
録
の
時
と
は
大
に
縮
少
せ
ら
れ
、
極
め
て
少
数
の
委

員
を
以
て
之
に
当
り
、
殊
に
文
章
を
簡
潔
に
し
て
要
領
を
得
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
此
の
点
に
重
き
を
置
き
委
員
に
は
能
文
の
士
が

簡
抜
せ
ら
れ
て
あ
る
。
今
之
が
組
織
を
述
べ
る
と
、
李
王
職
長
官
之
れ
が
委
員
長
と
為
り
、
次
官
之
れ
が
副
委
員
長
と
為
り
、
経
学

院
大
提
学
鄭
鳳
時
氏
之
を
監
修
し
、
其
の
下
に
若
干
の
委
員
を
置
き
、
元
京
城
帝
国
大
学
教
授
小
田
省
吾
氏
そ
の
事
務
を
統
一
し
、

本
年
四
月
よ
り
其
の
草
案
を
起
し
、
着
々
進
行
し
つ
ゝ
あ
る
。
依
つ
て
之
が
完
成
の
暁
に
は
従
来
の
官
選
李
朝
史
の
上
に
も
一
段
落

を
告
げ
る
筈
で
あ
る
。

四
二
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右
の
一
は
編
纂
開
始
時
、
二
は
編
纂
中
時
、
三
は
宝
鑑
編
纂
開
始
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
点

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
李
王
職
は
、
大
正
八
年
の
李
太
王
薨
去
後
、「
李
太
王
実
録
」（「
高
宗
実
録
」）
編
纂
の
た
め
の
資
料
蒐
集
に
従
事
し
た
。

②
実
録
編
纂
に
必
要
な
資
料
が
大
体
整
っ
た
の
で
、
昭
和
五
年
度
か
ら
編
纂
に
著
手
し
た
。

③
実
録
編
纂
の
た
め
に
実
録
編
纂
委
員
長
（
李
王
職
次
官
）
以
下
を
任
命
し
た
。
委
員
は
、
監
修
・
編
輯
・
史
料
蒐
集
・
庶
務
・
会
計

の
五
委
員
に
分
け
、
さ
ら
に
編
輯
委
員
は
三
斑
に
分
け
、
各
委
員
に
は
別
に
補
助
委
員
及
び
書
記
数
名
づ
つ
を
配
属
し
て
事
業
を
分

担
さ
せ
た
。
な
お
、
昭
和
八
年
段
階
で
は
委
員
長
は
李
王
職
長
官
、
副
委
員
長
は
李
王
職
次
官
が
務
め
、
委
員
一
三
名
と
補
助
員
・

書
記
が
実
務
に
従
事
し
た
。

④
委
員
達
は
「
李
太
王
実
録
」
編
纂
の
外
に
「
李
王
実
録
」（「
純
宗
実
録
」）
も
編
纂
し
、
昭
和
五
年
四
月
か
ら
同
一
〇
年
三
月
ま
で

の
五
年
間
に
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
た
。

⑤
史
料
は
歴
代
実
録
編
纂
時
と
同
様
に
「
承
政
院
日
記
」
な
ど
を
主
と
し
、
そ
の
他
各
官
庁
の
謄
録
な
ど
を
録
載
し
参
考
と
し
た
。

⑥
体
裁
は
大
体
「
哲
宗
実
録
」
を
標
準
と
し
た
が
、
内
容
は
よ
り
詳
密
で
あ
り
、
そ
の
欠
点
を
多
少
改
め
た
。

⑦
「
李
太
王
実
録
」
及
び
「
李
王
実
録
」
の
編
纂
後
、両
朝
の
宝
鑑
の
編
輯
が
昭
和
一
一
年
度
か
ら
企
画
さ
れ
、三
箇
年
で
完
成
さ
せ
る
。

そ
の
編
叙
の
体
裁
は
、
既
刊
の
宝
鑑
に
則
り
、
編
輯
の
規
模
は
実
録
に
比
し
て
縮
小
さ
れ
極
め
て
少
数
の
委
員
が
あ
た
っ
た
。
ま
た

文
章
簡
潔
に
し
て
要
領
を
得
る
必
要
か
ら
委
員
に
は
能
文
の
士
が
簡
抜
さ
れ
た
。

⑧
宝
鑑
の
編
輯
は
、
委
員
長
に
李
王
職
長
官
、
副
委
員
長
に
李
王
職
次
官
、
監
修
に
経
学
院
大
提
学
鄭
鳳
時
、
そ
の
他
若
干
の
委
員
が

あ
た
る
。
ま
た
、
元
京
城
帝
国
大
学
教
授
小
田
省
吾
が
事
務
を
統
一
し
、
昭
和
一
一
年
四
月
か
ら
そ
の
草
案
を
起
こ
し
た
。

つ
ぎ
に
「
朝
鮮
王
朝
実
録
」
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
末
松
保
和
の
見
解
を
確
認
し
て
み
る
。

一
、
末
松
保
和
「
李
朝
実
録
考
略
」（『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
五
輯
〈
一
九
五
九
年
〉
所
収
）

末
松
氏
は
「
こ
の
実
録
（「
高
宗
実
録
」
―
引
用
者
）
の
史
料
蒐
集
は
李
王
職
に
よ
つ
て
一
九
一
九
年
か
ら
着
手
さ
れ
、
一
九
三
〇

四
三
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年
に
至
つ
て
編
纂
委
員
二
十
一
名
が
任
命
さ
れ
て
、
編
纂
が
始
め
ら
れ
た（

（（
（

。
そ
し
て
一
九
三
五
年
に
完
了
、
清
書
本
を
写
真
に
よ
つ
て

印
刷
し
た
が
、
公
に
は
さ
れ
な
か
つ
た
。」、「
こ
の
実
録
（「
純
宗
実
録
」
―
引
用
者
）
は
、
前
の
高
宗
実
録
に
引
続
い
て
、
同
じ
編
修

陣
に
よ
つ
て
編
修
さ
れ
、
一
九
三
五
年
に
成
り
、
清
書
本
を
写
真
に
よ
つ
て
印
刷
し
た
。
附
録
は
、
退
位
以
後
、
死
去
に
い
た
る
ま
で

の
王
の
動
静
を
中
心
と
し
た
日
記
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。「
高
宗
実
録
」
は
目
録
四
巻
・
本
文
四
八
巻
、「
純
宗
実
録
」
は
目
録
一
巻
・

本
文
四
巻
・
附
録
一
七
巻
。

二
、末
松
保
和
「
高
宗
・
純
宗
実
録
解
説
」（
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
刊
『
李
朝
実
録　

第
五
十
六
冊
高
宗
実
録　

第
四　

純
宗
実
録
』

〈
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
七
年
〉
所
収
）

昭
和
五
年
四
月
か
ら
李
王
職
に
お
い
て
編
纂
が
開
始
さ
れ
、同
一
〇
年
三
月
に
終
了
。「
高
宗
実
録
」は
目
録
四
巻
・
本
文
四
八
巻
、「
純

宗
実
録
」
は
目
録
一
巻
・
本
文
四
巻
・
附
録
一
七
巻
。
編
修
組
織
は
、
委
員
長
に
李
王
職
長
官
、
副
委
員
長
に
同
次
官
、
委
員
一
九
名
、

補
助
委
員
十
二
名
で
構
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
情
報
の
内
、編
纂
委
員
が
二
一
名（
委
員
長
・
副
委
員
長
を
含
む
）、補
助
委
員
が
一
二
名
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

因
み
に
、
編
纂
委
員
の
数
で
あ
る
が
、
さ
き
に
触
れ
た
篠
田
治
策
の
「
李
太
王
実
録
の
編
纂
」
で
は
編
纂
委
員
（
同
）
を
一
八
名
と
し
て

い
る
の
で
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
編
纂
開
始
後
、
増
員
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
朴
永
圭
著
／
尹
淑
姫
・
神
田
聡
訳
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』（
一
九
九
七
年
、
新
潮
社
）
で
は
、「
高
宗
実
録
」・「
純
宗
実
録
」
の
編

纂
は
、
昭
和
二
年
四
月
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
一
〇
年
三
月
に
編
纂
を
終
え
た
と
す
る
が（

（（
（

、
ど
の
よ
う
な
文
献
に
よ
っ
た
か
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
昭
和
二
年
に
編
纂
が
は
じ
ま
っ
た
と
あ
る
が
、
何
に
拠
っ
た
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
李
王
職
に
よ
る
左
の
三
つ
の
伝
記
編
纂
の
話
し
に
戻
る
。
伝
記
編
纂
は
、
昭
和
一
四
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
度
に

完
了
。
昭
和
一
七
年
九
月
付
「
本
書
刊
行
趣
旨
概
要
」、
昭
和
一
八
年
三
月
一
五
日
付
印
刷
・
三
月
二
〇
日
付
発
行
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
徳

寿
宮
李
太
王
実
記
』・『
昌
徳
宮
李
王
実
記
』・『
李
熹
公
実
記　

李
埈
公
実
記
』
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
巻
首
に
掲
げ
ら
れ
た
「
凡
例
」
が
多
少
参
考
に
な
る
と
思
う
の
で
触
れ
て
み
た
い
。

四
四
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○
『
徳
寿
宮
李
太
王
実
記
』

凡　
　
　

例

一
、
本
書
は
故
李
太
王
殿
下
の
御
誕
生
よ
り
薨
去
に
至
る
ま
で
の
御
閲
歴
を
詳
述
せ
る
も
の
な
り
。

二
、
殿
下
が
国
王
又
は
皇
帝
と
し
て
御
在
位
中
政
治
上
の
御
事
蹟
は
実
録
並
に
宝
鑑
に
詳
か
な
る
を
以
て
本
書
に
於
て
は
一
切
之
に
触

れ
ざ
る
も
、
特
に
重
要
と
認
む
る
事
項
は
之
を
掲
記
し
、
又
所
々
註
記
を
施
せ
り
。

三
、
本
書
は
殿
下
が
御
閲
歴
の
年
月
次
を
詳
か
に
し
、
且
実
録
並
に
宝
鑑
と
の
対
照
を
便
な
ら
し
む
る
為
め
日
記
体
を
採
用
せ
り
。

四
、
本
書
の
紀
年
は
帝
国
の
年
号
を
用
ひ
、
旧
韓
国
時
代
の
年
号
は
之
を
註
記
せ
り
。

五
、
本
書
文
中
に
敬
語
を
用
ふ
る
こ
と
勿
論
な
る
も
、
文
勢
の
都
合
上
成
る
べ
く
最
少
限
度
に
止
め
、
普
通
史
家
の
筆
法
を
用
ひ
た
り
。

六
、
本
書
は
下
に
掲
記
す
る
引
用
書
に
依
り
最
も
忠
実
に
実
事
を
蒐
輯
し
、
行
文
は
出
来
得
る
限
り
平
易
に
な
し
た
る
も
、
従
来
朝
鮮

の
用
語
と
し
て
普
通
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
名
称
・
熟
語
等
は
尚
其
の
ま
ゝ
之
を
襲
用
せ
り
。

七
、
本
書
の
編
纂
に
使
用
せ
し
引
用
書
目
左
の
如
し
。

高
宗
実
録　

高
宗
宝
鑑　

承
政
院
日
記　

承
宣
院
日
記　

秘
書
院
日
記　

秘
書
監
日
記　

宮
内
府
日
記　

奎
章
閣
日
記　

日
省

録　

承
寧
府
日
記　

徳
寿
宮
日
記　

増
補
文
献
備
考　

両
銓
便
考　

文
品
案　

万
姓
大
同
譜　

璿
源
譜
略　

璿
源
続
譜　

朝
鮮

史
典
攷
大
方　

進
饌
儀
軌　

進
宴
儀
軌　

国
朝
榜
目　

百
世
通
譜　

宮
闕
志　

大
典
会
通　

同
文
彙
考　

銀
台
条
例　

実
録
成

案
嘉
礼
都
監
儀
軌　

名
世
叢
考　

琬
琰
通
考　

本
朝
紀
事　

祔
廟
儀
軌　

葬
儀
主
監
儀
軌　

永
徽
園
謄
録　

珠
淵
集

四
五
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○
『
昌
徳
宮
李
王
実
記
』

凡　
　
　

例

一
、
本
書
は
故
李
王
坧
殿
下
の
御
誕
生
よ
り
薨
去
に
至
る
ま
で
の
御
閲
歴
を
詳
述
せ
る
も
の
な
り
。

二
、
本
書
は
徳
寿
宮
李
太
王
実
記
と
全
く
同
じ
体
裁
に
則
り
、
政
治
上
の
御
事
蹟
は
之
を
実
録
及
び
宝
鑑
に
譲
り
て
一
切
触
れ
ざ
る
こ

と
ゝ
せ
る
も
、
特
に
重
要
と
認
む
る
事
項
は
之
を
掲
記
し
又
所
々
註
記
を
施
せ
り
。

（
三
か
ら
五
は
、『
徳
寿
宮
李
太
王
実
記
』
と
同
じ
も
の
な
の
で
省
略
）

六
、
本
書
は
次
に
掲
記
す
る
引
用
書
に
依
り
、
最
も
忠
実
に
事
実
を
蒐
輯
し
、
行
文
は
出
来
得
る
限
り
平
易
に
な
し
た
る
も
、
従
来
朝

鮮
の
用
語
と
し
て
普
通
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
名
称
・
熟
語
等
は
尚
其
の
ま
ゝ
之
を
襲
用
せ
り
。

七
、
本
書
の
編
纂
に
使
用
せ
し
引
用
書
目
左
の
如
し
。

高
宗
実
録　

純
宗
実
録　

高
宗
宝
鑑　

純
宗
宝
鑑　

東
宮
日
録　

春
桂
坊
日
記　

承
政
院
日
記　

承
宣
院
日
記　

秘
書
院
日
記
秘
書

監
日
記　

宮
内
府
日
記　

奎
章
閣
日
記　

日
省
録　

承
寧
府
日
記　

徳
寿
宮
日
記　

増
補
文
献
備
考　

両
銓
便
考　

文
品
案　

万
姓

大
同
譜　

璿
源
譜
略　

璿
源
続
譜　

朝
鮮
史　

典
攷
大
方　

進
饌
儀
軌　

進
宴
儀
軌　

国
朝
榜
目　

百
世
通
譜　

宮
闕
志　

大
典
会

通
同
文
彙
考　

銀
台
条
例　

嘉
礼
都
監
儀
軌　

名
世
叢
考　

琬
琰
通
考　

本
朝
紀
事　

祔
廟
儀
軌　

葬
儀
主
監
儀
軌　

正
軒
集

○
『
李
熹
公
実
記　

李
埈
公
実
記
』

凡　
　
　

例

一
、
本
書
は
李
熹
公
・
李
埈
公
御
父
子
の
御
誕
生
よ
り
薨
去
に
至
る
ま
で
の
御
閲
歴
を
詳
述
せ
る
も
の
な
り
。

四
六
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二
、
本
書
に
於
て
も
徳
寿
宮
・
昌
徳
宮
両
実
記
と
同
様
に
、
政
治
的
記
述
を
避
け
、
専
ら
御
身
辺
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
た
り
。

三
、
本
書
に
於
て
も
両
公
の
御
閲
歴
の
年
次
を
詳
か
に
し
、
日
記
体
を
採
用
し
た
る
こ
と
徳
寿
宮
・
昌
徳
宮
両
実
記
と
同
様
な
れ
ど
も
、

公
家
の
由
来
と
両
公
行
実
の
大
要
を
知
る
に
便
な
ら
し
む
る
為
に
、
公
家
世
系
略
説
・
公
家
の
由
来
・
行
実
大
要
を
附
し
た
り
。

四
、
両
公
は
共
に
直
接
政
界
の
表
面
に
は
立
ら
せ
ら
れ
ず
、
王
家
の
懿
親
と
し
て
専
ら
国
王
の
日
常
行
事
に
従
ひ
、
入
侍
又
は
従
陞
せ

ら
る
ゝ
こ
と
多
か
り
し
を
以
て
、
勢
ひ
国
王
の
御
行
動
を
記
述
す
る
を
要
し
た
れ
ど
も
、
繁
鎖
を
避
け
て
一
々
国
王
の
文
字
を
明
記

せ
ず
、
親
行
・
親
臨
・
展
拝
等
の
如
き
語
辞
を
以
て
国
王
の
御
行
動
を
表
示
せ
り
。

五
、
両
公
御
閲
歴
は
右
の
公
事
以
外
に
私
的
御
身
辺
記
事
に
も
当
然
亘
る
べ
き
筈
な
る
も
、
此
等
に
関
す
る
資
料
多
く
湮
滅
し
た
る
が

為
め
、
之
を
詳
記
し
能
は
ざ
り
し
は
頗
る
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。

六
、
本
書
の
編
纂
に
参
考
せ
し
引
用
書
目
左
の
如
し
。

両
公
従
宦
録　

王
公
族
御
履
歴
書　

両
公
家
族
譜　

興
宣
献
懿
大
院
王
墓
誌
銘　

李
熹
公
神
道
碑　

李
埈
公
神
道
碑　

高
宗
実
録　

高
宗
宝
鑑　

純
宗
実
録　

純
宗
宝
鑑　

承
政
院
日
記　

承
宣
院
日
記　

秘
書
院
日
記　

秘
書
監
日
記　

宮
内
府
日
記　

奎
章
閣
日
記

日
省
録　

承
寧
府
日
記　

徳
寿
宮
日
記　

璿
源
譜
略　

璿
源
続
譜　

本
朝
紀
事　

新
聞

集
成

明
治
編
年
史

右
の
「
凡
例
」
か
ら
読
み
取
る
べ
き
重
要
な
点
は
、「
徳
寿
宮
李
太
王
実
記
」
と
「
昌
徳
宮
李
王
実
記
」
の
編
纂
に
お
い
て
は
政
治
上

の
事
蹟
は
実
録
や
宝
鑑
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
触
れ
て
い
な
い
が
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
は
掲
記
し
た
、
ま
た
同
じ
く
「
李
熹
公

実
記　

李
埈
公
実
記
」
に
於
て
は
政
治
的
記
述
を
避
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
編
纂
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
内
容
を
低
く
評
価
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
実
記
の
編
纂
は
、
実
録
や

宝
鑑
と
は
異
な
る
点
に
重
点
を
置
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
面
で
重
要
な
事
蹟
を
伝
え
て
い
る
。
実
録
と
実
記
は
、
王
公
族
の
生

涯
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
て
総
合
的
に
み
る
伝
記
史
料
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
実
記
か
ら
何
を
読
み
取
る
か
は
読
み
手
の
力
量

に
か
か
っ
て
お
り
、
決
し
て
史
料
的
価
値
を
低
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。

四
七



136

大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
一
〇
〇
輯

お
わ
り
に

以
上
、
僅
か
な
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
宮
内
省
図
書
寮
と
李
王
職
に
お
け
る
李
太
王
、
李
王
、
李
熹
公
、
李
埈
公
の
伝
記
編
修
（
纂
）

の
経
緯
を
一
部
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
の
検
討
は
、
関
係
史
（
資
）
料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
不
十
分
な
箇
所
、
或
い
は

錯
誤
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
識
者
の
御
指
摘
を
お
願
い
し
た
い（

（（
（

。

最
後
に
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
実
録
・
実
記
に
関
す
る
所
在
情
報
な
ど
を
、
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
再
度
整
理
し
て
み
た
い
。

○
宮
内
省
図
書
寮
―
な
お
現
在
、
宮
内
公
文
書
館
で
所
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
「
李
太
王
実
録
」、「
李
熹
公
実
録
」、「
李
埈
公
実
録
」

の
一
覧
を
最
後
に
付
し
た
。

①
「
李
太
王
実
録
」（
六
冊
。
資
料
二
四
冊
）
―
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
・
識
別
番
号
八
五
三
一
七
～
八
五
三
四
六
。
毛
筆
。
但
し
、

朱
書
き
に
よ
る
校
訂
・
訂
正
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
清
書
本
で
は
な
い
。
な
お
、
佐
野
市
立
博
物
館
に
は
「
李
太
王
実
録
」
巻
一

〜
巻
四
（
＝
完
成
本
の
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
）
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
「
李
太
王
実
録
」
の
中
か
ら
外
交
関
係
の
部

分
を
抜
萃
し
た
「
李
太
王
実
録
中　

外
交
関
係
抜
萃
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

②
「
李
熹
公
実
録
」（
三
冊
。
資
料
六
冊
）
―
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
・
識
別
番
号
八
五
三
四
七
～
八
五
三
五
五
。
一
・
二
＝
タ
イ
プ
、

三
＝
最
初
の
み
タ
イ
プ
で
、
以
後
毛
筆
。
但
し
、
朱
書
き
に
よ
る
校
訂
・
訂
正
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
清
書
本
で
は
な
い
。

③
「
李
埈
公
実
録
」（
二
冊
。
資
料
五
冊
）
―
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
・
識
別
番
号
八
五
三
五
六
～
八
五
三
六
二
。
毛
筆
。
但
し
、
朱

書
き
に
よ
る
校
訂
・
訂
正
な
ど
が
施
さ
れ
て
お
り
清
書
本
で
は
な
い
。

○
宮
内
省
李
王
職

①
「
李
太
王
実
録
」
―
原
本
の
所
在
不
明
。「
朝
鮮
王
朝
実
録
」
の
「
高
宗
実
録
」。

②
「
李
王
実
録
」
―
原
本
の
所
在
不
明
。「
朝
鮮
王
朝
実
録
」
の
「
純
宗
実
録
」。

③
『
徳
寿
宮
李
太
王
実
記
』
―
昭
和
一
八
年
三
月
刊
行
。
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
・
名
古
屋
大
学

四
八
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附
属
図
書
館
が
所
蔵
。

④
『
昌
徳
宮
李
王
実
記
』
―
昭
和
一
八
年
三
月
刊
行
。
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
・
名
古
屋
大
学
附

属
図
書
館
が
所
属
。

⑤
『
李
熹
公
実
記　

李
埈
公
実
記
』
―
昭
和
一
八
年
三
月
刊
行
。
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
が
所
蔵
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
近
代
に
お
け
る
日
本
と
韓
国
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
認
識
を
共

有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
将
来
の
両
国
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
。
で
あ
る

な
ら
ば
両
国
関
係
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
史
料
の
発
掘
は
、
重
要
且
つ
基
礎
的
な
作
業
と
言
わ
ざ
る
と
得
な
い
。

確
か
に
本
稿
で
触
れ
た
実
録
（
記
）
は
、
日
本
の
立
場
か
ら
編
修
（
纂
）
し
た
伝
記
で
あ
る
。
ま
た
、
各
記
事
は
繁
を
避
け
簡
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
諸
々
の
限
界
を
確
認
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
我
々
が
い
ま
だ
知
り
得
て
い
な
い
情
報
も
少
な

く
な
い
。
厳
格
な
史
料
批
判
を
行
い
、
他
の
史
料
と
の
突
き
合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
利
（
活
）
用
す
れ
ば
、
歴
史
理
解
の
幅
を
広
げ
、
且

つ
そ
れ
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
所
以
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
両
国
の
歴
史
が
あ
ま
り
に
も
激
し
く
展
開
し
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
関
係
者
や
関
係
機
関
で
複
雑
な
配
慮
が
払
わ
れ
、

関
係
史
（
資
）
料
の
公
開
を
躊
躇
し
た
り
、
消
極
的
と
な
っ
た
事
情
が
あ
る
。
そ
の
た
め
歴
史
の
真
実
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
史
（
資
）

料
情
報
の
取
得
や
整
理
、
さ
ら
に
は
公
開
が
中
々
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
最
近
で
は
そ
の
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
粘
り
強
く
調
査
を
重
ね
て
み
る
と
、
未
知
の
史
（
資
）
料
が
調
査
の
手
を
待
つ
が
如
く
静
か
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
に
出
会
う
こ
と
も

あ
る
。
さ
ら
に
は
宮
内
公
文
書
館
か
ら
今
後
整
理
が
済
み
次
第
、
順
次
公
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
李
王
職
関
係
の
公
文
書
類
の
中
に
貴
重
な

史
料
が
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
も
史
料
の
発
掘
に
努
め
た
い
。

註
（1）
王
公
族
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
金
英
達
「
朝
鮮
王
公
族
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
」（『
青
丘
学
術
論
集
』
第
一
四
集
）、
伊
藤
之
雄

四
九
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「
近
代
日
本
の
君
主
制
の
形
成
と
朝
鮮
―
―
韓
国
皇
帝
・
皇
族
等
の
日
本
帝
国
へ
の
包
摂
」（
京
都
大
学
法
学
会
『
法
学
論
叢
』
第

一
五
四
巻
第
四
・
五
・
六
号
）、新
城
道
彦
『
天
皇
の
韓
国
併
合　

王
公
族
の
創
設
と
帝
国
の
葛
藤
』（
法
政
大
学
出
版
局
、二
〇
一
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、『
天
皇
の
韓
国
併
合　

王
公
族
の
創
設
と
帝
国
の
葛
藤
』
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
参
考
文
献
」
は
非

常
に
幅
広
く
関
係
史
（
資
）
料
や
研
究
書
・
論
文
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
研
究
上
有
益
こ
の
上
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（2）
日
韓
両
国
の
歴
史
認
識
に
関
す
る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
『
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
（
第
一
期
）』
及
び
『
日
韓
歴
史
共
同

研
究
報
告
書
（
第
二
期
）』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
両
国
の
歴
史
認
識
に
関
す
る
基
本
的
な
相
違
が
ど
の
よ
う
な
点
に
あ

る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（3）
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
・
図
書
寮
「
重
要
雑
録　

自
大
正
十
年
至
昭
和
五
年
」（
識
別
番
号
／
二
四
一
八
五
）。

（4）
「
李
太
王
実
録
」・「
資
料
」、「
李
熹
公
実
録
」・「
資
料
」、「
李
埈
公
実
録
」・「
資
料
」
は
、
現
在
、
す
べ
て
宮
内
公
文
書
館
で
公
開

さ
れ
て
い
る
の
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
の
最
後
に
そ
の
情
報
を
掲
げ
た
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（5）
「
儀
軌
」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
編
著
『
朝
鮮
王
朝
「
儀
軌
」
百
年
の
流
転
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
本
書
の
内
容
そ
の
も
の
に
係
わ
っ
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
永
島
宏
紀
氏
は
、「
儀
軌
を
も
て

あ
そ
び
、「
儀
軌
」
に
振
り
回
さ
れ
る
人
　々

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
朝
鮮
遺
産　

百
年
の
流
転
』
顚
末
記
」
を
発
表
さ
れ
、
本
件
に
関
す
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
取
材
班
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
永
島
氏
の
真
意
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
併
せ
て
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（6）
こ
の
朝
鮮
総
督
府
か
ら
宮
内
省
図
書
寮
へ
の
寄
贈
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
が
所
蔵
す
る
史
料
（「
朝

鮮
総
督
府
」
罫
紙
使
用
）
が
あ
る
。
日
付
は
「
大
正
九
年
十
月
一
日
起
案
」、件
名
は
「
朝
鮮
図
書
無
償
譲
与
依
頼
ニ
対
ス
ル
回
答
」、

上
部
欄
枠
内
に
「
廃
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
起
案
者
と
思
わ
れ
る
「
主
任
」（
印
字
）
の
と
こ
ろ
に
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
判
読

で
き
な
い
。「
総
督
」（
印
字
）
以
下
の
と
こ
ろ
に
は
印
は
な
い
。
左
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

五
〇
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別
紙
図
書
頭
ヨ
リ
李
太
王
及
李
王
時
代
ノ
儀
軌
類
無
償
譲
与
方
依
頼
有
之
候
ニ
付
、
四
部
以
上
現
存
シ
事
務
上
差
支
ナ
キ
モ
ノ

各
一
部
左
案
ヲ
以
テ
寄
贈
相
成
可
然
哉
。
仰
高
裁
。

案

朝
鮮
総
督
府
参
事
官

宮
内
省
図
書
頭
宛

本
年
九
月
十
八
日
附
図
普
第
一
九
二
号
ヲ
以
テ
李
太
王
及
李
王
時
代
ニ
於
ケ
ル
儀
軌
類
無
償
譲
与
方
御
依
頼
ノ
趣
了
承
。
即
チ

別
紙
目
録
ノ
通
、
別
途
鉄
道
便
ヲ
以
テ
送
附
候
条
御
査
収
相
成
度
。
此
段
及
回
答
候
也
。

追
テ
嘉
礼
都
監
儀
軌
第
一
三
一
五
四
号
二
冊
、
上
号
都
監
儀
軌
第
一
三
四
〇
七
号
一
冊
、
尊
崇
都
監
儀
軌
第
一
三
四
五
一
号

一
冊
、
哲
宗
大
王
示付
廟
都
監
儀
軌
第
一
三
八
五
五
号
一
冊
ハ
既
ニ
貴
府
ヘ
貸
付
セ
シ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
其
儘
御
留
置
相
成
度
候
也
。

尚　

図
書
送
附
ニ
要
ス
ル
荷
造
運
賃
等
ハ
御
支
払
相
成
度
申
添
候
也
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
廃
案
報
告
書
」
中
に
あ
る
宮
内
省
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
儀
軌
」
は
、「
特
別
処
分
」
に
よ
る
も
の
で
「
今
後
ノ
例
」

と
な
ら
な
い
形
で
の
寄
贈
で
あ
っ
た
。

（7）
現
在
、
宮
内
公
文
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
李
太
王
実
録
」
は
、
本
編
六
冊
・
資
料
二
四
冊
の
計
三
〇
冊
で
あ
る
。
よ
っ
て
筆
者

は
、
総
数
一
〇
二
冊
で
構
成
さ
れ
る
「
李
太
王
実
録
」
を
実
見
し
て
い
な
い
。

（8）
「
概
要
」
の
記
事
に
関
わ
る
期
間
中
の
李
王
職
長
官
及
び
同
次
長
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

五
一
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【
長
官
】

篠
田
治
策  

昭
和　

二
年
一
月　

六
日 

― 

昭
和　

二
年
四
月　

七
日

韓
昌
洙  

昭
和　

二
年
四
月　

七
日 

― 

昭
和　

七
年
七
月　

一
日

篠
田
治
策  

昭
和　

七
年
七
月　

一
日 

― 

昭
和
一
五
年
三
月　

九
日

李
恒
九  
昭
和
一
五
年
三
月　

九
日 

― 

昭
和
二
〇
年
三
月
一
〇
日

【
次
長
】

篠
田
治
策  

大
正
一
二
年
二
月
二
四
日 

― 

昭
和　

七
年
七
月　

一
日 

李
恒
九  

昭
和　

七
年
七
月　

一
日 

― 

昭
和
一
五
年
三
月　

九
日 

児
島
高
信  

昭
和
一
五
年
三
月　

九
日 

― 

昭
和
二
一
年
一
月
三
〇
日 

（9）
な
お
、
永
島
広
紀
氏
は
、
左
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
構
成
員
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
同
「
日
本
に
お
け
る
近
現
代
日
韓
関
係
史
研

究
」〈『
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
（
第
一
期
）
第
三
分
科
報
告
書
』〉
所
収
）。

委
員
長
―
篠
田
治
策
（
李
王
職
長
官
・
法
学
博
士
）

副
委
員
長
―
李
恒
九
（
李
王
職
次
官
・
男
爵
）

監
修
委
員
―
小
田
省
吾
（
京
城
帝
国
大
学
教
授
）・
鄭
万
朝
（
経
学
院
大
提
学
）・
朴
勝
鳳
（
中
枢
院
参
議
）・
成
田
碩
内
（
李
王
職
嘱
託
）・

金
明
秀
（
元
李
王
職
事
務
官
）・
徐
晩
淳
（
元
宮
内
府
秘
書
院
丞
）

編
輯
委
員
―
徐
相
勛
（
中
枢
院
参
議
）・
南
奎
煕
（
元
中
枢
院
参
議
）・
李
明
翔
（
元
宮
内
府
宗
正
院
卿
）・
趙
経
九
（
元
宮
内
府
奉

常
司
提
調
）・
洪
鍾
瀚
（
元
朝
鮮
総
督
府
郡
守
）・
権
純
九
（
元
朝
鮮
総
督
府
郡
守
）

史
料
蒐
―
朴
冑
彬
（
李
王
職
事
務
官
）・
李
源
昇
（
元
李
王
職
事
務
官
）・
李
能
和
（
元
朝
鮮
総
督
府
編
修
集
委
員
官
）・
菊
池
謙
譲
（
元

大
陸
通
信
社
社
長
）

庶
務
委
員
―
末
松
熊
彦
（
李
王
職
事
務
官
）・
志
賀
信
光
（
李
王
職
事
務
官
）

五
二
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会
計
委
員
―
佐
藤
明
道
（
李
王
職
事
務
官
）

監
修
補
―
金
碩
彬
（
元
朝
鮮
総
督
府
郡
守
）・
江
原
善
椎
（
元
朝
鮮
総
督
府
理
事
官
）・
崔
寧
鎮
（
元
宮
内
府
助
委
員
秘
書
院
丞
）・

崔
奎
煥
（
元
李
王
職
属
）

編
纂
補
―
浜
野
鐘
太
郎
（
元
朝
鮮
総
督
府
道
警
視
正
）・
李
秉
韶
（
元
宮
内
府
秘
書
院
丞
）・
李
豊
用
（
元
李
助
委
員
王
職
属
）・

水
橋
復
比
古
（
元
朝
鮮
総
督
府
郡
書
記
）・
李
準
聖
（
元
農
商
工
部
主
事
）・
金
炳
明
（
元
法
部
主
事
）・
洪
明
基
（
元

宮
内
府
水
輪
課
主
事
）

史
料
蒐
集
―
北
島
耕
造
（
元
京
城
高
商
嘱
託
）

ま
た
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
貴
重
資
料
室
が
所
蔵
す
る
「
李
王
職
長
官
篠
田
治
策
旧
蔵
文
書
」

中
に
編
纂
開
始
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
実
録
編
纂
委
員
会
規
定
」（
全
一
五
ヶ
条
）
が
あ
る
。
内
容
は
編
纂
業
務
を
進
め
る
た

め
の
極
々
基
本
的
な
こ
と
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（10）
こ
の
末
松
の
一
九
一
九
年
か
ら
史
料
蒐
集
が
開
始
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
に
編
纂
委
員
が
任
命
さ
れ
た
と
の
記
述
は
、
篠
田
の
「
李
太

王
実
録
の
編
纂
」
の
記
事
と
符
合
し
て
い
る
。

（11）
同
書
、
三
六
四
頁
～
三
六
五
頁
、
三
六
八
頁
。

（12）
な
お
、
篠
田
治
策
の
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
所
蔵
の
「
篠
田
治
策
文
書
」（
九
州
大
学

韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
発
行
『
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
VoL.8
〈
二
〇
〇
八
年
〉
に
同
文
書
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
し
て
ほ
し
い
）、東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
所
蔵
の
「
李
王
職
長
官
篠
田
治
策
旧
蔵
文
書
」
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
精
査
す
る
こ
と
で
よ
り
深
く
実
録
（
記
）
の
編
修
（
纂
）
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

五
三
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四

「李太王実録」一覧
No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局
1 85317 李太王実録 1 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
2 85318 李太王実録 2 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
3 85319 李太王実録 3 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
4 85320 李太王実録 4 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85321 李太王実録 5 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85322 李太王実録 6 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85323 李太王実録資料 1 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
8 85324 李太王実録資料 2 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
9 85325 李太王実録資料 3 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
10 85326 李太王実録資料 4 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
11 85327 李太王実録資料 5 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
12 85328 李太王実録資料 6 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
13 85329 李太王実録資料 7 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
14 85330 李太王実録資料 8 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
15 85331 李太王実録資料 9 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
16 85332 李太王実録資料 10 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
17 85333 李太王実録資料 11 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
18 85334 李太王実録資料 12 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
19 85335 李太王実録資料 13 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
20 85336 李太王実録資料 14 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
21 85337 李太王実録資料 15 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
22 85338 李太王実録資料 16 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
23 85339 李太王実録資料 17 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
24 85340 李太王実録資料 18 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
25 85341 李太王実録資料 19 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
26 85342 李太王実録資料 20 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
27 85343 李太王実録資料 21 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
28 85344 李太王実録資料 22 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
29 85345 李太王実録資料 23 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
30 85346 李太王実録資料 24 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
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「李熹公実録」一覧

No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局（者）

1 85347 李熹公実録 1 大正 8 ～ 12 年 １冊
編修員・王族及公族実録編修担任図
書寮御用掛従四位勲四等法学博士浅
見倫太郎

2 85348 李熹公実録 2 大正 8 ～ 12 年 １冊
編修員・王族及公族実録編修担任図
書寮御用掛従四位勲四等法学博士浅
見倫太郎

3 85349 李熹公実録 3 大正 8 ～ 12 年 １冊
編修員・王族及公族実録編修担任図
書寮御用掛従四位勲四等法学博士浅
見倫太郎

4 85350 李熹公実録資料 1 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85351 李熹公実録資料 2 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85352 李熹公実録資料 3 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85353 李熹公実録資料 4 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
8 85354 李熹公実録資料 5 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
9 85355 李熹公実録資料 6 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修

「李埈公実録」一覧

No. 識別番号 名称 作成年 冊数 作成部局（者）

1 85356 李埈公実録 1 大正 8 ～ 12 年 １冊
編修員・王族及公族実録編修担任図
書寮御用掛従四位勲四等法学博士浅
見倫太郎

2 85357 李埈公実録 2 大正 8 ～ 12 年 １冊
編修員・王族及公族実録編修担任図
書寮御用掛従四位勲四等法学博士浅
見倫太郎

3 85358 李埈公実録資料 1 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
4 85359 李埈公実録資料 2 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
5 85360 李埈公実録資料 3 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
6 85361 李埈公実録資料 4 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修
7 85362 李埈公実録資料 5 大正 8 ～ 12 年 １冊 図書寮編修課実録編纂掛編修




